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公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
基本理念・経営方針 

Ⅰ   基本理念 

 公益財団法人藤沢市みらい創造財団は、未来を担う青少年の健全育成の推進、市民のスポーツ・レ

クリエーション活動及び芸術文化活動の普及振興を通じ、全ての市民の心豊かで活き活きとした健康

な生活を形成するため、「夢、希望、感動に溢れる明るいみらいをみんなで創る」を経営の基本理念と

します。 

Ⅱ   経営方針 

 依然として新型コロナウイルスの終息が見えない中、本財団は令和４年度の運営にあたり、ウィズ

コロナを念頭に、引き続き感染防止に努めながら法人運営と事業展開を進めてまいります。 

 法人全体の運営においては、令和３年度に新たに策定した「経営計画２０２４」に基づき、「人材育

成」、「財務運営」、「事業運営」、「組織運営」の４つの視点に立った課題を掲げ、とりわけ、令和４年

度は次の課題に注力し取り組んでまいります。 

 はじめに人材育成については、これまでに引き続き、基本研修や階層別研修の実施により、財団運

営を担うために必要とされる能力を養うとともに、本財団の生命線ともいえる専門性の向上を目指し

た研修や資格取得を推進してまいります。特に、スポーツ部門においては、３施設のプール、トレー

ニングを横断的に統括する職を設置し、全体的な専門性の底上げを目指すとともに、法人全体として、

職員の専門性を生かしたキャリアプランの実現を支援するための人事制度の整備を進めてまいります。 

 次に財務運営においては、コロナ禍における施設利用人数制限や事業縮小等による利用料金や事業

収入等の減収が想定される一方で、施設が休館となった場合には極端な費用の抑制が想定されるなど、

運営における収支バランスの維持は非常に困難を極める状況にあります。そのような中、各種ＩＴシ

ステムの導入による業務の効率化や環境負荷軽減にもつながる節水機器の導入による経費の節減とあ

わせて、現状は困難と思われる事業開催に係る企業協賛を得るため様々な課題に取り組むとともに、

芸術文化事業における助成金の積極的活用などによる収益増を図ることで健全な経営を維持してまい

ります。なお、これらの取り組みにより、結果として収支にプラスが生じた場合においても、施設整

備等の費用として市民利用に還元し、以て公益法人の基本原則である収支相償を堅持してまいります。 

 そして事業運営では、令和４年度はスポーツ施設の新たな指定管理期間１年目として、また、青少

年施設については次期指定管理者の選定年度にあたり、本財団は、各分野の施設管理の最前線で、市

民目線の運営管理や事業の展開を進めてきた実績を踏まえ、これまで以上に市民団体や関係機関との

連携を強く意識した取り組みを進めてまいります。特にＳＤＧｓの理念である「誰一人取り残さない」

に通じる取り組みとして、様々な環境にいる方々の誰もが事業に参加できるよう、各事業部門での就

学援助世帯を対象とした参加料の減額制度導入をはじめ、インクルーシブスポーツの推進や、青少年

事業においては、障がいのある子どもが参加できる実施体制について検討を進めるとともに、困難を

有する若者が参加することのできる様々な事業を企画し、藤沢市社会福祉協議会の協力のもと、参加

者拡大を目指した効果的な周知による事業展開を図ります。また、青少年施設の次期指定管理者選定

についても、これら内容を提案書に盛り込みながら、継続して指定管理者として選定されるよう全力

で取り組んでまいります。 

 最後に組織運営においては、職員の健康保持のため、新型コロナウイルス感染防止策を継続すると

ともに、安全衛生の取り組みであるメンタルヘルス対策に加え、新たにフィジカルヘルス対策を審議・

検討する部会を設置し、心と身体の両面から職員の健康を支援する体制の充実を図ります。また、ハ

ラスメント防止等のコンプライアンスについても、財団内に設置する委員会の年間計画に基づく取り

組みにより組織内の意識啓発を図り、職員が安心して職務に専念できる環境を整えてまいります。さ

らに、前年度作成の財団プロモーション動画を内外に広く周知することで、職員一人ひとりが本財団

職員である誇りを意識し、それを力として存分に発揮することで組織力の向上へ繋げてまいります。 

 公益財団法人として１０年を経た令和４年度は、これまでの実績を基盤に、社会の変化に柔軟に対

応することのできる未来志向の職員集団として着実に歩みを進めてまいります。 



  

Ⅲ   法人組織運営 

【組織運営】 

1 各種会議等の開催 

 （1）理事会、評議員会の開催 

会議等の名称 内    容 

理事会 

法人の業務執行における重要事項の決定及び報告等を行うため、監事出席

のもと理事会を開催する。 

開催時期 内 容 

2022年 6月 
令和 3年度決算、事業報告、定時評議員

会の召集決議 等 

2022年 10月 
業務執行理事の業務執行状況報告、令和

4年度上半期の事業についての報告 等 

2023年 1月 

令和 4 年度専門委員会の開催状況及び

主な意見・提案等の報告、重要事業の結

果報告及び準備状況報告 等 

2023年 3月 
令和 5年度予算及び事業計画の決議、業

務執行理事の業務執行状況報告 等 

上記の他、必要に応じて、理事、監事、評議員の招集請求により、臨時に

開催する。 

評議員会 

法人の重要な業務執行体制や法人運営の基本ルールの決定、計算書類の承

認等、法人運営上における最高議決機関として評議員会を開催する。 

開催時期 内 容 

2022年 6月 
令和 3年度決算の承認、事業報告、役員･

評議員の選任 等 

2022年 10月 
令和 4 年度上半期事業についての報告 

等 

2023年 3月 
令和 5 年度予算及び事業計画について

の報告 等 

上記の他、必要に応じて、理事、監事、評議員の招集請求により、臨時に

開催する。 

 
 （2）専門委員会の開催 

会議等の名称 内    容 

青少年育成委員会 
(青少年事業部門専門委員会) 

本財団各部門において、藤沢市の施策や市民ニーズを反映し、藤沢市を取

り巻く環境の変化に対応した事業運営を推進するため、藤沢市の担当職員、

学識経験者、関係団体代表者及び市民・利用者の代表等で構成する第三者委

員会として、本財団各部門が実施する事業等について、財団運営や今後の事

業実施における課題や方向性を踏まえた中で検討を行う機関として専門委員

会を開催する。検討結果については理事会へ報告する。 

年間 3回～4回開催 

(芸術文化専門委員会は、翌年度助成事業の審議・決定を含む。) 

生涯スポーツ推進委員会 
(スポーツ事業部門専門委員会) 

芸術文化専門委員会 
(芸術文化部門専門委員会) 

 



  

 （3）その他会議の開催 

会議等の名称 内    容 

管理運営会議 

 常勤役員及び事務局・事業部全管理職の出席により、事務執行上の課題や

重要事項について検討し方針を決定する。 

 

 原則 毎月 1回 第 4木曜日開催 

課題調整会議 

 課長職以上職員及び常勤役員等により、管理運営会議に図るべき重要事項

の審議や、時間的暇が無い課題に対する対応方針等について検討し決定する。 

 

 原則 毎週 1回 水曜日開催 

全体調整会議 

 事務局総務課管理職、部長級職員、専務理事と、藤沢市所管課管理職等に

よる定例会議を開催し、法人運営上の課題等について情報共有を図る。 

 

 原則 毎月 1回 第 3水曜日開催 

部門別会議 

 各事業部門職員と藤沢市当該事業所管課の職員による会議。部門特有課題

の情報共有を図り対応等を検討する。 

 

 原則 毎月 1回 開催 

課内会議 

(所内会議) 

 職員全員が必要な情報を共有できるよう、財団内での諸会議における重要

事項の報告を行うとともに、所管業務に関する課題解決へ向けた協議を行う。 

 

 原則 毎月 1回 開催 

コンプライアンス委員会 

 理事長を委員長として、コンプライアンスに関する取組方針や職員等のコ

ンプライアンス意識の高揚を図るための研修内容等、コンプライアンス推進

に必要な事項に関する検討を行う。 

 

 定例会 年 2回(5月、10月)、臨時会 必要に応じ随時  

総括管理委員会 
(法人全体衛生委員会) 

及び 
衛生委員会 

(法定施設衛生委員会) 

 財団全体及び常時50人以上の職員を雇用する施設(鵠沼運動施設・秋葉台運

動施設)において、産業医、衛生管理者、管理職、職員代表等により構成する

衛生委員会を組織し、職員の安全衛生に関する事項を調査･審議する。 

 

 原則 毎月1回 開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

会議等の名称 内    容 

広報・CI活動推進委員会 

 各職場から選任された委員により、季刊誌「FUJISAWA MIRAI. net」の編集、

発行や財団ホームページの運用に関することの他、財団の広報及び CI活動の

推進に関する取組等、本財団の存在や実施事業等について、効果的な PR手法

や価値を高めるための活動について検討し、管理運営会議へ提案する。また、

委員会の下に季刊誌編集部会、CI活動 PR企画実践チーム(活動部会)を設置す

る。 

 

 令和 4年度は、概ね年 6回程度開催 

 各部会は、随時開催 

 

・マスコットキャラクター「みらぞう」による法人の内外への CI推進活動 

 について 

 *CI推進活動の取り組みとして、みらぞう着ぐるみのリニューアル制作を検 

  討する。 

 

・インスタグラムを活用した財団 PR活動について 

 *所属職員から事業風景等写真データを広く募集し、タイムリーな情報発 

  信を行う他、SNSを使った財団 PR活動を行う。 

 

・季刊誌「FUJISAWA MIRAI. net」の編集、発行 

 *季刊情報誌として「FUJISAWA MIRAI. net」を年 4回発行し、本財団が開 

  催する各種事業や管理施設の紹介等の情報を広く市民へ周知し、青少年 

  健全育成・スポーツ・芸術文化活動の普及振興を図る。 

   年 4回発行(4月、7月、10月、1月)各号 5,000部 

 

・ホームページの運用、拡充と各種広報媒体の活用 

 *本財団管理施設の基本情報や事業に関する情報など、市民の利便向上を 

  図ることができるよう SNSの活用も含めリアルタイムな情報提供を行 

  う。また、ホームページにおいて各部門の主要事業等を重点周知するク 

  ローズアップコーナーを半月毎に更新し、効果的な広報活動に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

【人材育成】 

1 各種研修等の実施 

 （1）基本研修 

研修区分 内    容 

階層別研修 

 職員の在職年数や年齢、職に応じて求められる知識や技能等を修得するた

めの研修を実施する。 

種 別 内 容 

自主開催 

*新規採用職員研修 

*事業課間体験研修 

  (新規採用者・採用 8年目等） 

*集合研修(部門間を越えた合同研修) など 

外部主催 

*藤沢市主催 

 新採用研修 前期･後期研修(新規採用者) 

 一般職員一部研修(採用 3年目) 

 一般職員二部研修(採用 6年目) 

 監督者一部研修(主査昇任者) 

 監督者二部研修(上級主査昇任者) 

*神奈川県主催 女性リーダー育成講座 

     (主査・上級主査昇任の女性職員) 

*民間主催管理監督者向け研修(管理監督者) 

など 
 

合同研修 

 職階層区分にかかわらず、財団職員として職務を遂行する上で必要とする

知識を習得するための研修を実施する。 

種 別 内 容 

自主開催 

*安全衛生全体研修 

*接遇研修 

*情報セキュリティ研修 

*ハラスメント研修 

*コンプライアンス研修    など 

外部主催 
*神奈川労働局主催 労働大学講座 

*藤沢商工会議所主催 各種講座  など 

 

職場研修 
 職場における執務事務や接遇等に関する知識・技能を高めるため、職場上

司による日常業務を通じた研修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 （2）専門研修 

部門区分 内    容 

青少年 

 青少年施設や児童クラブの職員、指導員として必要とされる専門的知識、

技能等を修得し、安全な施設運営と専門性向上への基礎となる職員の資質向

上を図る。 

 *普通救命講習(心肺蘇生法、AEDの取扱い など) 

 *子どもや保護者への支援に関する研修、自身の指導の振り返り、他 経験 

  年数に応じたグループ研修  など 

スポーツ 

 体育館やプールといった公共運動施設の職員として必要な専門的知識、技

能等について、特に安全管理の維持・向上と運動指導に関わる基礎的な研修

を中心に実施し、職員の資質向上を図る。 

 *作業時の怪我等の防止に関する安全衛生研修、熱中症予防研修、水上安全 

 法救助員養成講習、救急法救急員養成講習、プール監視全体合同研修、藤 

 沢市消防局普通救命講習など 

 *運動前の健康チェックに関する研修「健康スポーツミーティング」、藤沢 

 市保健医療財団交流研修 など 

芸術文化 

 市民が多様な芸術文化事業に触れる機会を提供するため、その魅力ある事

業の企画・運営力の養成に加え、将来の芸術文化事業に向けた新たな事業展

開・取組を図るため、外部で主催する研修を受講し、その必要な専門的知識

の修得、情報収集に努める。 

 *全国劇場・音楽堂等職員アートマネジメント研修会、芸術文化に係る 

 研修 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 （3）派遣研修・資格取得等 

区 分 内    容 

派遣研修 

 専門機関が開催する研修等を受講し、職務の遂行に必要な、より高度な専
門的知識・技能等を修得するとともに、見聞や見識の向上を図る。 

部 門 内 容 

総務 

 会計、労務等に関する各種講習、講座 
*全国公益法人協会主催講座 
*神奈川労働局主催講座 
*会計システム事業者主催講座  など 

青少年 

 青少年施設や児童クラブ運営における事業
企画、指導技術向上に関する講座等 
*神奈川県立青少年センター主催 
 リードアップセミナー、子ども施設指導員 
 セミナー、フォローアップセミナー 
*独立行政法人国立青少年教育振興機構 
 全国青少年教育施設長会議・施設研究集会 
*神奈川県県民局次世代育成部次世代育成課 
 主催 放課後児童健全育成事業支援員等資 
 質向上研修 
*神奈川県保健福祉局健康増進課主催 
 食物アレルギー・緊急時対応研修  など 

スポーツ 

 各種運動指導や施設の管理運営に必要な知
識、技術習得のための講座等 
*(公財)日本スポーツ施設協会主催 
 公認トレーニング指導士養成講習、公認水 
 泳指導管理士養成講習、公認スポーツ施設 
 管理士養成講習、公認スポーツ施設運営士 
 養成講習 
*(公財)健康・体力づくり事業財団 
 健康運動指導士養成講習会 
*(公社)日本プールアメニティ協会主催 
 プール衛生管理者講習 
*(一社)日本スイミングクラブ協会主催 
 泳力認定員資格取得講習 
*藤沢市健康増進課・(公財)藤沢市保健医療財 
 団主催 藤沢市ラジオ体操指導者講習会 
 など 

芸術文化 

 芸術文化事業の知識や企画・運営力の養成、
芸術文化事業・文化施設等の情報収集のため
の研修受講、施設・公演視察等 
*全国劇場・音楽堂職員アートマネジメント研 
 修会、昭和音楽大学アートマネジメント人 
 材育成研修 
*文化施設・ホール等の視察 
*音楽・演劇公演団体主催の公演視察 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

区 分 内    容 

資格取得等 

 法令等により必要とされるものや、施設管理の安全性や各種指導における

知識・技術の信頼性を高めるため、専門資格の取得を推進する。 

資格名称等 認定機関等 

第二種衛生管理者 東京労働局長 

甲種防火管理者 (一財)神奈川県消防設備安全協会 

食品衛生責任者 (公財)神奈川県食品衛生協会 

放課後児童支援員 神奈川県知事 

自然体験活動指導者 全国体験活動指導者認定委員会 

救急法救急員 日本赤十字社神奈川県支部 

水上安全法救助員 日本赤十字社神奈川県支部 

健康運動指導士 (公財)健康・体力づくり事業財団 

公認スポーツ施設管理士 (公財)日本スポーツ施設協会 

公認スポーツ施設運営士 (公財)日本スポーツ施設協会 

公認上級スポーツ施設管理士 (公財)日本スポーツ施設協会 

公認トレーニング指導士 (公財)日本スポーツ施設協会 

幼児体育指導者 (公財)日本幼少年体育協会 

公認水泳指導管理士 (公財)日本スポーツ施設協会 

プール衛生管理者 (公社)日本プールアメニティ協会 

泳力認定員 (一社)日本スイミングクラブ協会 

              など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

【財務運営】 

1 業務の効率化による財務基盤の確立 

区 分 内    容 

事業の再評価と見直し 

 継続的な健全経営を維持するため、本財団独自の事業評価票を用いて、費用

対効果の視点に立った実施事業の再評価と見直しを行う。 

 これまで使用していた事業評価票の評価内容等の見直しを行う。 

デジタル技術の導入・積極的活

用による事務の効率化 

【労務管理・勤怠管理システム】 

 労務情報を一元管理するコンピュータシステム等を活用し、さらなる事務の

効率化を目指し、作業手順等の見直しを行う。また、国が提唱する「働き方改

革」の推進のため、時間外労働の縮減や年次有給休暇の積極的取得など、管理

職を含む全職員の労働時間管理を行う。 

 管理部門の業務全般的な効率化を図ることを目的に、全課統一的な勤怠シス

テム導入に向け、継続的に検証を行う。 

 

【事業運営システム】 

 教室・講座申込受付をオンラインで行う新たな事業運営システムを令和 3

年度下半期から各施設で実用を図り、令和 4年度からは利用者の利便性向上と

ともに、さらなる業務の効率化を目指す。 

 また、窓口における対面での対応が減ることから、新型コロナウイルス感染

症等の感染のリスクを軽減する。 

 

【Web会議の導入】 

 新型コロナウイルス感染防止対策として、試験的に導入した Web会議につい

て、効果的な運用を精査した上で、令和 4年度以降も継続的に取入れ、さらな

る業務の効率化を目指す。 

 

【全職員共通のイントラネット(グループウェア)の導入】 

 全職員共通のイントラネットを導入することで、必要な情報を効率的に共有

するとともに、職員同士のコミュニケーションの活性化を図る。 

 また、共通システムを導入することで経費が抑制され、かつ電子データでの

情報共有により、ペーパーレス化を推進しコストの削減を図る。 

 

【電子決裁の導入】 

 デジタル化推進の取組として、現在一部の課で導入した労務管理に係る電子

決裁に加え、その他電子決裁についても、導入拡大に向けた検証を行う。 

 

 

【その他目的を達成するために必要な事業】 

1 関係団体等交流事業 

 （1）財団関係団体等の交流事業 

事  業  名 内    容 

新春のつどい 

 本財団事業に係わる関係者や関係団体等が一堂に会し、新年を祝うととも

に、本財団の活動報告や各団体の指導者間の情報交換、親睦を図る。 

 *対象  青少年・スポーツ・芸術文化の関係者や関係団体 

 *期日  2023年 1月 12日(木) 

 *場所  藤沢市民会館第 1展示集会ホール 

 

 



  

2 みらい応援プロジェクト 

事  業  名 内    容 

みらい応援プログラム 

 財団がこれまで築き上げてきた事業運営等の実績・成果を活用し、これか

ら先の 10年、その先の未来に向けた事業展開を図るため、次のプログラムを

実施する。 

 

事 業 名 内 容 

プロモーション動画による 

PR活動について 

 令和 3年度に作成した「財団プロモー

ション動画」を積極的に活用して、実施

事業等の PRに努める。 

 

*作成動画の PRのため、事業案内チラシ

等への動画視聴専用 QRコードの掲載 

*管理施設での動画放映 

未来プログラム 

 財団設立 10 周年を契機として、藤沢

の未来を担う子どもたちや、若者のスポ

ーツ活動、芸術文化活動、その他の活動

を応援、支援する取組を継続的に実施す

る。 

 当初計画したプログラムが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、中止に

なったことから、ウィズコロナに対応し

たイベント内容として再検討し、全ての

子どもたちに、財団の事業をより多く体

験できる機会を提供する。 
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Ⅰ   運営方針 

 藤沢市では、これまで時代に沿った青少年施策のもと、市内に地域子どもの家を始めとする多くの

青少年施設が設置され、青少年団体や青少年育成団体の特色ある活発な活動とあわせて、子どもたち

の健全育成に寄与されてきました。現在、藤沢市は温暖で自然豊かな地理的特性と交通アクセスの便

利さもあり、子育てしやすい街として多くの子育て世代が転入してきています。 

 そのような環境ではありますが、子どもたちは令和２年度から続く、新型コロナウイルス感染症の

影響で、仲間と共に活動する場や地域との繋がりの機会が減少しており、体験によって培われる主体

性や協調性、また自己肯定感など、人格形成に必要な時期における影響が懸念されます。 

 このような状況を踏まえ、青少年事業においては新型コロナウイルス感染予防対策を講じ、市民の

感染状況と、社会状況を注視しながら実施場所や内容等を再度確認し、子どもたちの成長にとって必

要なこと、大切にしてきたことを失わないように、継続して活動の機会を提供してしてまいります。 

 また、市の施策である「第２期藤沢市子ども・子育て支援事業計画」、「藤沢市子ども共育計画」及

び「藤沢市子どもの居場所づくり推進計画」のもと行政と連携を図り、青少年における事業及び青少

年施設の管理運営については、子どもたちにとって安全・安心な居場所として、地域の方々や青少年

団体、ＮＰО法人、ボランティア等との連携・協力を得ながら実施してまいります。また子育て中の

保護者が同じ状況の保護者との交流によって、子育てへの不安を解消することができる場としての役

割を果たしてまいります。 

 本財団が策定した「経営計画２０２４」においては、主に青少年の社会環境の変化に対応すべく、

子どもたちの貧困対策及び、困難を有する若者の支援を検討し、取り組んでまいります。学習支援に

おいては、ボランティア団体と、また若者の自立支援では、困難を有する若者の支援機関「ユースワー

クふじさわ」との連携を強化するとともに、新たに藤沢市社会福祉協議会との連携を図り、対象となる青

少年が参加することができる機会を支援してまいります。また、各事業部門と協働し、本財団が管理する

施設のスケールメリットを生かした事業展開や、事業部門の特長を生かした事業の実施をしてまいり

ます。 

 令和３年度の青少年部門の専門委員会である青少年育成委員会において、青少年健全育成事業関連

や施設運営管理関連について検討され、青少年健全育成事業関連では、「事業に関するニーズ調査と分

析」、「子どもたちが失敗する経験の大切さ」、「青少年ボランティアの指導技能向上」等、施設運営管

理関連では、「現在利用している子どもたちを大切に」、「人との繋がり地域連携」、「少年の森の自然を

残す」、「児童館・子どもの家における食事の実施」等、様々な視点からの方向性が示されました。令

和４年度以降は、これらの視点を念頭に置いた事業展開及び施設運営を図ってまいります。 

 令和４年度は藤沢市青少年施設の指定管理期間が最終年度となります。今期間の事業計画の進捗状

況の検証や課題等の整理、中間評価事項の反映並びに、青少年育成委員会で検討された意見等を踏ま



  

えた提案ができるよう、次期指定管理者選定に向けて準備をしてまいります。 

Ⅱ   実施事業等 

【青少年の健全な育成を目的とする事業（定款第 4条第 1項第 1号）】 

1 青少年健全育成活動の展開と基盤・環境づくりの推進 

 （1）青少年の多文化理解・共生への支援 

事  業  名 内    容 

青少年国際化推進事業 

 青少年が地域で様々な外国の方と交流し、相互に理解を深める体験を通し

て、互いの人権を尊重して共に生きるという心を養うとともに、地域から世

界に目を向け、国際的視野を持つことができる青少年の育成を行う。 

・対象 市内在住、在勤、在学の 30歳位までの青少年及び同年代を中心とし 

    た市内の外国籍市民 

・時期 未定(青少年国際化推進事業実行委員会で協議) 

・場所 未定(青少年国際化推進事業実行委員会で協議) 

・内容 青少年で構成された青少年国際化推進事業実行委員会を組織し、本 

    事業の対象者が集まるような事業の企画運営を行う。事業について 

    は、年 3回程度を予定。 

・主管 青少年国際化推進事業実行委員会 

 

 （2）青少年の自立と社会参加を支援する体験活動の推進 

事  業  名 内    容 

小学生リーダースクール 
《専門委員会提言内容》 

 子どもたちが集団活動･体験活動に主体的に関わり、活動内容を自分たちで

作り上げ、達成感や仲間との共感を得られるような体験の場を提供し、活動

を通じてリーダー的な素養や豊かな人間性の成長を促す。 

・対象 市内在住、在学の小学校 5･6年生 48人 

・時期 通年 

・場所 藤沢青少年会館 他 

・内容 仲間づくり、野外活動、宿泊研修、青少年会館まつり参加 等 

・参加費 1人 3,000円 

育成指導者研修 

 地域における青少年の育成活動を推進するために、青少年団体の育成者・

指導者を対象とした研修会を実施し、各地域で中心的に活動できる人材育成

を行う。 

・対象  青少年育成者・指導者 

・時期  通年(年 2回) 

・場所  秩父宮記念体育館 他 

・内容  安全研修、工作研修 等 

・委託先 藤沢市子ども会連絡協議会 

中学生リーダースクール 
高校生リーダースクール 
《専門委員会提言内容》 

 参加者が興味や関心のある活動に主体的に関わり、プログラムの企画から

運営まで責任を持って自主的に行うことにより、一人ひとりが達成感を得ら

れるようにするとともに、同年代の相互交流を深める。また、高校生リーダ

ースクールでは、社会の一員としての自覚と責任感を芽生えさせることを目

的に、ボランティア活動を体験する。 

・対象  市内在住、在学の中学生 25人・高校生 25人 

・時期  通年 

・場所  藤沢青少年会館 他 

・内容  参加者主体の企画会議を行い、興味や関心、季節にあった活動を 

     年数回開催  (例)宿泊研修、青少年会館まつり参加、事業運営等 

・参加費 中学生 1人 2,500円  高校生 1人 3,000円 

 



  

事  業  名 内    容 

ヨットスクール 

 藤沢市の地理的特性である海をフィールドとして、青少年がヨットの体験 

を通して海に親しむ心を育む。 

・対象  市内在住、在学の中学生・高校生 20 人  

・時期  2022年 7月 31日(日) [予備日 8月 7日(日)]  

・場所  湘南港周辺、江の島ヨットハウス  

・内容  海の安全講習、ディンギー(小型ヨット)の操船体験 

・参加費 1人 3,000 円（生活困窮世帯については、1,000 円） 

・協力  藤沢市ヨット協会 

海とあそぼう 

 藤沢市の地理的特性である海を舞台とし、カッターボート・シーカヤック漕

艇体験や磯の生物観察を通じて、海という自然を理解するとともに、活動を通

じて社会性や協調性を育む。 

・対象  市内在住、在学の小学校 5・6年生 40人 

・時期  2022年 7月 2日(土) [予備日 7月 16日(土)] 

・場所  江の島(湘南港、江の島ヨットハウス) 

・内容  シーカヤック漕艇体験、海辺の生物観察 

・参加費 1人 1,500円(就学援助受給世帯については、500円) 

・協力  藤沢海洋少年団、藤沢市科学少年団 

ふじさわ文化体験事業 
 

 東海道五十三次の宿場ふじさわ周辺を舞台に、体験をしながら歴史を学ぶこ

とにより、自分が住んでいる町への愛着心を育む。また、お寺での活動を通し

て価値観、精神を育むとともに、仲間との協調性や規律を学ぶことによって、

次代を担う青少年の健全育成に資する体験学習を目的とする。 

・対象  市内在住・在学の小学 4～6年生 36人 

・時期  2022年 8月上旬  1泊 2日 

     ※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、日帰りで実施予定 

・場所  清浄光寺(遊行寺)及び遊行寺周辺 

・内容  ふじさわ宿交流館で宿場町藤沢の歴史を学ぶ。遊行寺では歴史を 

     学び、お寺の作務や朝勤行など生活を体験する。 

・参加費 1人 3,000円(就学援助受給世帯については、1,000円) 

・協力  時宗総本山清浄寺(遊行寺)、藤嶺学園藤沢中学校、 

     ふじさわ宿交流館 

・主管  ふじさわ文化体験事業実行委員会 

自然体験活動事業 
 

 藤沢では体験できない豊かな自然を体験するとともに、地域の歴史や文化に

触れることで藤沢から離れた町と藤沢の違いを学ぶ。また、仲間とともに未体

験のことに挑戦することで、積極性や協調性を育む。 

・対象  市内在住・在学の小学 3・4年生 40人 

・時期  本番：2022年 8月 27日(土)～28日(日)  1泊 2日  

      事前研修：2022年 8月 13日(土) 事後研修：2022年 9月 10日(土) 

     ※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、日帰りで実施予定 

・場所  星ふる学校｢くまの木｣(栃木県塩谷郡塩谷町熊ノ木 802) 

     事前・事後研修については、藤沢青少年会館 

・内容  自然の中で集団生活を行うとともに、ハイキングや星空観測、 

     キャンプファイヤーなど様々な自然体験活動を行う。 

・参加費 1人 9,000円(就学援助受給世帯については、3,000円) 
・主管  自然体験活動わくわく大自然実行委員会 

子ども・若者自立支援事業 
《専門委員会提言内容》 

 社会的自立を目指す若者に子どもたちとの交流やふれあいを通した社会体

験の場を提供する。また、子どもたちが将来的に困難な状況にならないように

多様な人との交流によって、地域との繋がりや社会性を育むことができる居場

所の提供を行う。 

・対象 社会的自立を目指す若者及び青少年 

・時期 通年 

・場所 藤沢・辻堂青少年会館、少年の森、児童館 

・内容 「社会的自立を目指す若者の受け入れ」 

    自立支援機関等と連携し、社会的自立を目指す若者に子どもたちや 

    施設利用者等との交流やふれあいを通した社会体験の場を藤沢・辻 

    堂青少年会館及び少年の森、児童館で提供する。 



  

 （3）青少年の健やかな成長を支えるための環境整備 

事  業  名 内    容 

リーダースクール 
～ＮＥＡＬリーダー 

養成講習会～ 

 青少年の健全育成事業に関わる大人が、自然体験活動の専門的な知識と技

術を習得するとともに自然体験活動の必要性を学ぶことで、青少年の自然体

験事業が増え、安全かつ効果的な活動となることを目的とする。なお、講座

を修了し、認定試験に合格することで、全国体験活動指導者認定委員会が行

っている自然体験活動指導者(NEAL)の資格を取得できる。 

・対象  市内在住、在学、在勤の 18歳以上 20人 

・時期  2023年 2月中旬［3日間］ 

     ※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、動画配信での受

講方法を検討する。 

・場所  藤沢青少年会館 他 

・内容  青少年活動に関する基礎的知識、専門的知識、技術について、 

     机上講義や体験活動を織り交ぜながら習得する。 

・参加費 1人 4,000円 

みらい子どもフェスタ 
in 

少年の森 
 

 青少年健全育成の場、青少年団体及び青少年育成団体の活動の場とすると

ともに、参加者に各団体への関心を持ってもらう機会とし、自主的な青少年

活動の広がりを促進する。実行委員会や事業当日の活動を通して、団体相互

のコミュニケーションや交流を図る。 

・対象 市内青少年団体・青少年育成団体及び一般の青少年とその家族 

・時期 2022年 5月 5日(木･祝) 

・場所 少年の森 

・内容 青少年団体、青少年育成団体企画の事業、参加団体共同による事業、 

    協力団体による模擬店 

・主管 みらい子どもフェスタ in少年の森実行委員会 

※みらい子どもフェスタとしてゴールデンウィークに財団全体で各種事業を 

 開催し、広報等は協力して行う。 

青少年団体・青少年育成団体 
交流事業 

 青少年団体、青少年育成団体が交流事業を通して、お互いの活動目的や内

容の理解を深め、各々の持ち味や得意分野を活用し、連携した事業の展開を

図る。 

・対象 青少年団体、青少年育成団体 

・時期 未定(団体交流事業実行委員会で協議) 

・場所 未定(団体交流事業実行委員会で協議) 

・内容 実行委員会が中心となり、青少年団体、青少年育成団体が交流でき、 

    連携した事業展開につながるような事業内容を企画し、運営する。 

・主管 団体交流事業実行委員会 

青少年ボランティア 
ステーション 

《専門委員会提言内容》 

 青少年ボランティアの登録制度として、ボランティアの募集・登録を行い、

青少年に活動の場を提供するとともに、青少年ボランティアの育成・交流を

図る事業を実施する。 

・対象 15歳～概ね 30歳の青少年 

・時期 通年で募集・登録 

・内容 

 ①活動の場の提供 

  登録したボランティアへの連絡ツール(LINE等)でボランティアを必要 

  とする青少年事業の紹介を行う。 

 ②青少年ボランティアの育成 

  ボランティア活動に必要な最低限の技術取得を目的に研修を行う。 

 ③青少年ボランティアの交流会 

  青少年ボランティア同士の情報交換及び交流を目的に交流会を行う。 

 



  

 （4）青少年施設の活用 

事  業  名 内    容 

青少年施設における体験事業 
《専門委員会提言内容》 

 本財団が管理する青少年施設において、青少年に活動の場を提供し、健全

な育成を図るため、社会参加活動をはじめとした多種多様な事業を実施し、

野外教育施設である少年の森では、自然体験活動等を行う。また、地域にお

ける子育ての拠点として、子育て支援事業や地域コミュニティーの場の提供

を行う。 

 事業運営システムを活用することにより、新型コロナウイルス感染症の感

染リスクの軽減に加え、応募者の利便性の向上と個人情報の安全性の確保を

するとともに、業務の効率化を図る。 

 ①藤沢青少年会館 

  青少年会館まつり「秋の祭典」、サークル事業(空手・スポーツチャン  

  バラ等)、あそびスタジオ(レクリエーション活動、工作等)、伝承文化事 

  業、子育て支援事業、ボランティア支援事業、学習支援事業、青年対象 

  事業 等 

 ②辻堂青少年会館  

  クラブ事業(卓球・手芸・けん玉・パソコン等)、子育て支援事業(乳幼児 

  救命講習会・リトミック・紙芝居・手遊び等)、子どもの貧困事業（つじ 

  せいキッチン・もったいないネット等）、社会的要請に応える事業（SDGs 

  プロジェクト等）夏休みの事業、季節の事業、会館フェスティバル、映 

  画会 等 

 ③少年の森 

  みらい子どもフェスタ、野草をたべよう、親子キャンプ塾、稲作体験学 

  習、森のようちえん、キャンプファイヤー、夏の夜の自然観察、子ども 

  キャンプ、家族キャンプ、森のお仕事 with、親子でトナカイ作り、輪飾 

  り作りとたき火のおにぎり、季節の森さんぽ、プレーパーク 等 

 ④児童館 

  子育て支援事業(育児情報交換・保育士相談・リズム体操・手遊び等)、  

  地域支援事業(地域ボランティアの協力事業：絵本の読み聞かせ・工作  

  等)、クラブ活動、児童館まつり 等 

 ⑤地域子どもの家 

  伝承文化事業、レクリエーション活動、地域子どもの家まつり、ゲーム 

  大会、子育て支援事業、季節事業(七夕まつり・お月見・節分 等) 

 



2 青少年施設の管理運営 

 （1）指定管理者施設（青少年施設）の管理運営 

事  業  名 内    容 

藤沢市青少年会館管理運営 

 平成 30年度から令和 4年度までの 5年間の指定管理者として、藤沢市青少

年会館(藤沢・辻堂)の管理運営を行う。 

 青少年に活動の場を提供し、健全な育成を図るという設立目的から、居場

所事業の推進や学習支援事業など、より多くの青少年が利用しやすい環境を

整備する。なお、子育て支援事業や青年対象事業に継続して取り組み、幼児

から青年までの育成に一貫して取り組む。 

 事業運営システムを活用することにより、新型コロナウイルス感染症の感

染リスクの軽減に加え、応募者の利便性の向上と個人情報の安全性の確保を

するとともに、業務の効率化を図る。 

【令和 4年度の主な取組】 

取組 内容 

子どもたちへの学習支援 

《専門委員会提言内容》 

学習室の開放等により、子どもたちが勉強に

集中して取り組める場を提供する。また、学

びのきっかけとなるイベントを実施する。 

困難を有する若者の自立

支援事業 

《専門委員会提言内容》 

困難を有する若者の支援機関「ユースワーク

ふじさわ」と連携し、ニートや引きこもりの

経験がある若者をボランティアとして受け

入れ、彼らが就労に向けた様々な力を身につ

けられる機会を提供する。また、ボランティ

アの一環として、来館する子どもたちの学習

支援の実施について検討する。 

関係団体との連携事業の

推進 

《専門委員会提言内容》 

学習支援ボランティア団体や藤沢市社会福

祉協議会等と連携し、安定した事業運営の構

築を図る。 

居場所事業の検討 

《専門委員会提言内容》 

高校生から大学生までで若者運営委員会を

組織し、この年代層が居場所に求める意見を

取り入れ、居心地の良い環境整備を図る。 

【管理施設】藤沢青少年会館、辻堂青少年会館 全 2施設 

少年の森管理運営 

 平成 30年度から令和 4年度までの 5年間の指定管理者として、藤沢市少年

の森の管理運営を行う。 

 青少年団体や家族が野外活動を通して成長する活動の場、青少年が自然の

中で様々な自然体験や遊びができる居場所となるよう、野外活動施設として

の役割を担っていく。また、「ナラ枯れ」被害により少年の森内のコナラ・ク

ヌギ等が枯れてきており、倒木・枝折れ等の危険性があるため、利用者の安

全を確保する作業や調整を行う。 

【令和 4年度の主な取組】 

取組 内容 

森のデザイン 

《専門委員会提言内容》 

昨年度同様、ナラ枯れにより整備の方向修

正が必要になったことから、ゾーニング案

の変更等を行い、森の手入れを進める。 

プレーパーク事業の推進

及び発展 

《専門委員会提言内容》 

少年の森ボランティア組織「少年の森だい

すきクラブ」によるプレーパークを新たに

実施し、その発展を図る。 

インターネットを活用し

た利便性の向上 

事業運営システムを活用し、応募者の利便

性の向上と個人情報の安全性の確保をす

るとともに、業務の効率化を図る。 

困難を有する若者の自立

支援事業 

困難を有する若者の支援機関「ユースワー

クふじさわ」と連携し、ニートや引きこも

りの経験がある若者をボランティアとし

て受け入れる。 

【管理施設】藤沢市少年の森 



  

事  業  名 内    容 

児童館管理運営 
 

 平成 30年度から令和 4年度までの 5年間の指定管理者として、藤沢市立児

童館(大鋸・辻堂・鵠洋・辻堂砂山・石川)の管理運理を行う。 

 管理運営を行うにあたっては、地域と一体となり、子どもたちの安全・安

心な遊びの拠点、居場所を提供する。また、各児童館で青少年健全育成事業

を地域の方々で構成された児童館運営委員会を中心に実施する。 

【令和 4年度の主な取組】 

取組 内容 

学習支援事業 

《専門委員会提言内容》 

ボランティア団体及び近隣大学等、地域

の協力を得ながら SDGsの原則である「誰

一人取り残さない」を念頭に学習支援事

業を実施する。 

困難を有する若者の自立支

援事業 

困難を有する若者の支援機関「ユースワ

ークふじさわ」と連携し、ニートや引き

こもりの経験のある若者をイベントや事

業等のボランティアとして受け入れ、彼

らが就労に向けた様々な力を身につけら

れる機会を提供する。 

施設内での飲食の実施 

《専門委員会提言内容》 

令和元年度に実施した試行の結果を基

に、長期休暇期間における小学生から中

学生までへの食事場所の提供を実施する

とともに、その効果及び課題、ニーズに

ついて再検討する。 

スケールメリットを生かし

た事業展開 

本財団のスケールメリットや各部門の横

断的な事業を推進するため、スポーツ事

業課と協働し、カヌー体験や、ふれあい

卓球などの様々な体験活動の実施。芸術

文化事業課と協働し、児童館へ講師を招

き、子どもたちが音楽を親しみ、楽器等

に触れる機会を提供する。 

【管理施設】大鋸児童館、鵠洋児童館、辻堂児童館、辻堂砂山児童館、石川

児童館 全 5施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 

地域子どもの家管理運営 

 地域子どもの家 17施設を平成 30年度から令和 4年度までの 5年間、新た

に大道子どもの家を令和 3年度から令和 4年度までの 2年間を指定管理者と

して、藤沢市地域子どもの家の管理運営を行う。 

 「地域市民との協働による管理運営」、「地域の子どもは地域で見守り育て

る」を基本理念に、地域のボランティアである運営委員会や見守る人と連携・

協力し、子どもたちの安全・安心な遊びの拠点、居場所を提供する。 

【令和 4年度の主な取組】 

取組 内容 

施設内での飲食の検討 

《専門委員会提言内容》 

子どもの孤食など利用者のニーズと社会

の課題を鑑み、過去に試行的実施した 2施

設での実施と、実施施設の拡大を図る。 

利用者の手に届きやすい

PR活動 

ホームページのコンテンツの充実として、

利用したことのない市民に足を運んでい

ただけるよう、イベント情報や施設内写真

を掲載し、周知するとともに利用者拡大を

図る。 

見守る人研修の充実 

見守る人全体研修については、見守る人へ

のアンケート調査や、情勢に応じたニーズ

を鑑み、知識・技能を得られるように研修

の充実を図る。 

【管理施設】湘南台子どもの家、片瀬子どもの家、羽鳥子どもの家、中里子

どもの家、藤沢子どもの家、鵠沼子どもの家、大越子どもの家、大庭子ども

の家、六会子どもの家、長後子どもの家、鵠南子どもの家、八松子どもの家、 

本町子どもの家、秋葉台子どもの家、高谷子どもの家、俣野子どもの家、村

岡子どもの家、大道子どもの家 全 18施設 

 

（2）SL広場の管理運営 

事  業  名 内    容 

SL広場管理運営 

 スポーツ事業課が指定管理者として管理する八部公園内に設置されている

SL広場の管理運営を行う。管理運営にあたっては、藤沢 SL少年団、藤沢鉄道

車輌保存会に協力していただき、C11型蒸気機関車 245号「しおかぜ号」の定

期清掃、「しおかぜ号」本体・付帯設備の維持管理を行う。また、毎月第 2日

曜日に「ミニ SL運転会」を実施するとともに、10月には、スポーツ事業課と

共同で「SLまつり」を八部公園で開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 （3）少年の森宿泊研修施設の管理運営 

事  業  名 内    容 

少年の森宿泊研修施設管理運営 

 少年の森での宿泊を伴う青少年の自然体験活動、青少年指導者等の研修の

ため、本財団が所有する宿泊研修施設「かわせみハウス」の管理運営を行う。

利用者が減少する冬期には、小学生を対象としたキャンプも実施する。 

 また、施設内の研修ホールを宿泊だけではなく、青少年の活動や研修等で

活用する。 

【令和 4年度の主な取組】 

取組 内容 

宿泊研修施設の修繕 

宿泊研修施設設立から 16 年が過ぎ、空調

設備・給湯器・電気系統等の不具合が発生

し始めているため、計画的に修繕を行う。 

【施設概要】 

 建物 木造 2階建 

 施設内容 研修ホール、シャワールーム、宿泊室(定員 40人) 

 利用対象 18歳以下の方で 10人以上の団体やグループ(要指導者引率) 

      青少年健全育成を目的に研修を行う10人以上の団体やグループ 

 

 

3 その他 

事  業  名 内    容 

ホームページの拡充・SNSの活用 
《専門委員会提言内容》 

 ホームページの有効活用により、インターネットを通じて広く財団事業を

紹介し、各事業課の管理施設案内、教室・事業等の周知宣伝並びに関連情報

の提供を行う。あわせて広告掲載を募り、事業収入の拡充を図る。 

 また、青少年事業課のイベント・事業情報や青少年へ貸し出しを行ってい

る藤沢青少年会館の部屋の空き状況等の情報発信には Twitter やブログなど

の SNSを活用し、リアルタイムな情報を提供する。 

教材・教具貸し出し(無料) 

 地域や関係団体がお祭り等のイベント、事業で使用する物品の貸し出しを

行い、市内の青少年活動の支援を行う。(用具例：集会テント、ポップコーン

機、綿菓子機等) 

 

【その他目的を達成するために必要な事業（定款第 4条第 1項第 4号）】 

1 物品販売事業 

 （1）青少年施設での自動販売機設置・物品販売 

事  業  名 内    容 

自動販売機での清涼飲料水等 
販売 

 管理運営する青少年施設(藤沢・辻堂青少年会館、少年の森、児童館、地域

子どもの家)において、自動販売機での清涼飲料水等を販売し、施設利用者へ

のサービス向上を図る。 

キャンプ活動用消耗品等物品 
販売 

 少年の森での、薪等の野外炊事用消耗品をはじめとする、キャンプ活動用

消耗品等の販売により、施設利用者へのサービス向上を図る。 

 

 

 

 

 



  

2 その他市受託事業 

 （1）藤沢市から受託する青少年健全育成事業 

事  業  名 内    容 

第24回親子ふれあいコンサート 

 時代を超えて、歌い継がれた名曲に親しみ、青少年の情操を養い、共感す

る心を育むとともに、親子や異年齢の子どもたち同士のふれあいの場とする。 

・対象  子と保護者 

・時期  2022年 12月 24日(土) 

・場所  藤沢市民会館大ホール 

・内容  親子で楽しむコンサート(歌・器楽) 

(仮称)はたちのつどい事業 

 民法改正により成年年齢が 18歳に引き下げられるが、藤沢市では引き続き

満 20歳を迎える方を対象に、社会人としての自覚を高める日として、記念事

業を執り行う。なお、20歳を迎える人で組織された実行委員会が中心となり、

事業の企画・運営を行う。 

・対象  2002年 4月 2日から 2003年 4月 1日までに生まれた方 

・時期  2023年 1月 9日(月･祝) 

・内容  記念式典後の記念事業(パフォーマンス等) 

・主管  (仮称)はたちのつどい実行委員会 

青少年体験学習事業 

 地域の特色を生かした体験活動を行うことで、青少年に自分たちの住む地

域への興味や愛着を高めてもらうことを目的とする。 

・対象  市内在住、在学の青少年 

・時期  未定(青少年体験学習事業実行委員会で協議) 

・場所  藤沢青少年会館他、活動に適した場所 

・内容  地域の特色を生かした体験活動 

・委託先 青少年体験学習事業実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

放課後児童健全育成事業計画



  

Ⅰ   運営方針 

令和４年度は、子どもたちの学校生活や保護者の就労形態の変化への対応が進み、社会全体の意識

もこれを機にますます変化していくものと思われます。とくに、社会活動の維持に必要不可欠な事業

への注目が集まるなかで、子育てと仕事の両立という課題に対して、放課後児童健全育成事業への期

待が高まっています。従事する職員もやりがいをもてる仕事として、あらためて事業の充実を図って

まいります。 

 放課後児童育成課では「量の拡大から質の拡充へ」を目標に掲げ、藤沢市と調整を重ねながら本財

団が運営する児童クラブ数の適正化を図るとともに、放課後の遊びや生活の場を提供しながら子ども

たちの健全育成を図るという事業の本旨に立ち返り、子どもたちが楽しく生活できる居場所として、

安全や快適性にも配慮した環境整備を進め、地域に見守られ、保護者にも安心していただくことので

きる児童クラブ運営に取り組んでまいります。 

各児童クラブ施設では指導員が指導指針に基づき、年齢や発達の状況が異なる児童が一緒に過ごす

場であることを踏まえ、児童一人ひとりに目を向けながら集団全体の生活がより豊かなものになるよ

う努め、「あそびを止めるな」の合言葉のもと、日常のあそびを発展させた様々な体験活動を通して自

ら学び、成長していくことを支援してまいります。また、発達面や養育環境により固有の援助を必要

としている児童に、その援助を適切に行ことができるよう、関係機関と連携強化を図るとともに、必

要に応じて特別支援指導員を配置し、児童クラブにおいて全ての児童が安定した生活ができるよう育

成支援に努めてまいります。 

２０２０年に導入した入所管理システム「みらぞうタッチ」の更なる安全性と操作性の向上ため、

大規模改修を進めるとともに、昨年度において試行した継続入所申請の電子化について本格稼働を実

現し、保護者の利便性の向上に繋げてまいります。 

 児童クラブ施設の整備については、鵠南小学校区のよつば児童クラブが、小学校と浜見保育園の建

て替えに伴い新設される複合施設に移転するとともに、同施設に新たにクローバー児童クラブを開設

いたします。これにより本財団は５７施設を運営することとなりますが、本財団が運営する児童クラ

ブ数の適正化へ向けて、藤沢市の整備計画にある１小学校区１事業者を目指し、運営する児童クラブ

を他の事業者へ移管する準備を進めてまいります。また、施設環境については、とくに安全や衛生へ

の配慮を基本に施設や設備の適切な改修を実施してまいります。 

 本財団の児童クラブは「こどもが真ん中育てあい」の考えのもと、今後さらに多様化するニーズへ

の対応が求められる状況においても、これまでに培ってきた実績と信頼に応えるべく、保護者や学校、

地域との連携を進め、地域に根ざした温かな児童クラブづくりに取り組むとともに、今後も、藤沢市

全体の放課後児童クラブの質的向上に寄与できるよう、藤沢市と連携して本財団の果たすべき役割を

全うし、事業を推進してまいります。 

 



  

 

Ⅱ   実施事業等 

【青少年の健全な育成を目的とする事業（定款第 4条第 1項第 1号）】 

1 放課後児童健全育成事業 

 （1）児童クラブの管理運営 

  ①児童クラブの運営 

事  業  名 内    容 

児童クラブ運営 

 保護者が就労等の理由により、放課後等に家庭にいない児童のために、適

切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成を図るため、保護者や地域

住民の積極的な協力を得て、児童クラブの管理運営を行う。 

【対象】小学校 1年生から 6年生までの放課後児童 

【開設時間】 

区 分 開 設 時 間 

通常授業時(月曜日～金曜日) 午後 0時 30分から午後 7時まで 

短縮授業時 午前 10時 30分から午後 7時まで 

土曜日及び学級閉鎖時  

学校長期休業日(土曜日含む) 午前 8時から午後 7時まで 

学校行事等振替休日  

※午後6時から午後7時までは延長利用の申し込みが必要(別料金) 

【活動内容】 

 ①児童の安全と健康を守り、豊かな心を育てる。 

 ②遊びを通して自主性・社会性・協調性を培う。 

 ③生活の場を提供し、生活習慣を身につける。 

 ④家庭との日常的な連絡、情報交換を行う。 

 ⑤地域活動への参加等、地域の特性を生かした活動を行う。 

 ⑥その他、児童の健全な育成を助ける活動を行う。 

 

児童クラブ施設 

 

 

藤沢市内 57施設公共施設及び法人所有施設、民間借上げ等により運営。 

名 称 設置小学校区 名 称 設置小学校区 

どろんこ 鵠 洋 ちびっこ 駒 寄 

風の子 高 砂 なかよし 俣 野 

杉の子 善 行 さくらんぼ 長 後 

竹の子 八 松 かもめ 新 林 

チンチロ 大 道 ごしょみ 御所見 

芝の子 明 治 いちょう 秋葉台 

どんぐり 片 瀬 小 羊 羽 鳥 

コロリン 村 岡 めだか 大清水 

浜 見 浜 見 たんぽぽ 小 糸 
 

 

 



  

事  業  名 内    容 

児童クラブ施設 

 

名 称 設置小学校区 名 称 設置小学校区 

わんぱく 大 鋸 たいよう 六 会 

つくしんぼ 大 越 ※よつば 鵠 南 

かめの子 亀井野 さわやか 藤 沢 

うさぎ 富士見台 ぽてんこ 鵠 沼 

ありんこ 滝の沢 みつばち 石 川 

ひまわり 湘南台 はすいけ 鵠 洋 

つばさ 辻 堂 おおぞら 六 会 

なかさと 中 里 ひだまり 鵠 沼 

つばめ 新 林 こぐま 羽 鳥 

はやぶさ 湘南台 キラリン 村 岡 

いるか 片 瀬 菜の花 富士見台 

さくら 本 町 虹の子 善 行 

麦の子 明治 かわせみ 大 道 

てんとう虫 滝の沢 第 2どろんこ 鵠 洋 

はばたき 辻 堂 あさがお 湘南台 

そよかぜ 天神・六会 ほしのこ 駒 寄 

すまいる 長 後 海の子 高 砂 

やまびこ 大 鋸 コスモス 秋葉台 

かがやき 藤 沢 森の子 明治・羽鳥 

  ※クローバー 鵠 南 

※よつばは鵠南小学校改築に伴い令和 4年 4月 1日から移設。また同施設に

クローバー児童クラブを開設 

 

【施設整備】 

 ① 施設の移設 

  ・めだか児童クラブ(大清水) 

 ② 移設に伴う原状復帰工事 

  ・よつば児童クラブ(鵠南) 

 ③ 外壁吹き替え改修 

  ・いちょう児童クラブ(秋葉台) 

  ・なかさと児童クラブ(中里) 

  ・はばたき児童クラブ(辻堂) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

  ②実施事業 

事  業  名 内    容 

全体事業 

児童クラブ集会 

 保護者や運営委員等の児童クラブに関わる方を対象に子育てに関する講演

会を開催し、これからの子育てや保護者への支援等について考える機会とす

る。 

・対象 保護者、運営委員、関係者 

・日時 2022年 6月 18日(土) 

・会場 藤沢市民会館第一展示ホール 

・内容 パネルディスカッション 

児童クラブ交流会 

 運動会形式のプログラムを通じて、児童クラブに関わる方々が交流を深め、

児童の健康増進と社会性、自主性などを伸ばす。 

・対象 児童クラブ在籍児童及び保護者、関係者 

・内容 運動会 

・主管 児童クラブ交流会実行委員会 

南Ⅰ・Ⅱ児童クラブ交流会 

・日時 2022年 11月 19日(土)・20日(日) ・会場 秩父宮記念体育館 

北Ⅰ・Ⅱ児童クラブ交流会 

・日時 2022年 12月 24日(土)・25日(日) ・会場 秋葉台文化体育館 

広報活動 

①クラブだより 

 定期的に保護者に対し、日頃の児童の様子や活動を周知、報告するために

発行する。 

・発行部数 各児童クラブの世帯数 

・時  期 月 1回以上 

・内  容 児童の様子や行事について周知及び報告 

②みんなあつまれ 

入所児童の保護者だけでなく関係者にも配付し、児童クラブの事業周知や

活動報告の他、指導員が大切にしている思いや願いを伝え、児童クラブの理

解を図る。 

・発行部数 延べ 9,000部 

・時  期 年 3回(6月、12月、3月) 

・配 付 先 保護者、理事、監事、評議員、運営委員、小学校 

・内  容 児童クラブの活動や児童クラブでの生活を紹介、研修等の報告 

③ホームページの更新 

 これから入所する児童の保護者を含め、広く児童クラブを知ってもらう。 

・更新 月 1回 

・内容 入所の手続き、児童クラブの生活と活動の紹介、指導員募集 

各児童 
クラブ 
自主事業 

入所歓迎会 

 新入生の入所を祝い、準備をする中で在所児童に進級への期待、喜び、自

覚を持たせる。 

・対象 児童クラブ在籍児童(保護者の参加も可) 

・日時 2022年 4月 

・会場 市内各 57児童クラブ 

・内容 けん玉や合奏など 2年生以上の発表と仲間づくりゲーム等 



  

 

事  業  名 内    容 

各児童 
クラブ 
自主事業 

自然体験活動 

 体験活動を通して仲間と協働する能力や自立心、自主性等の「社会を生き

抜く力」を育むとともに、豊かな人間性を形成する。 

・日時 夏休み等の長期休業日 

・会場 神奈川県内の公共施設等 

・内容 飯ごう炊飯活動、農業体験活動、自然散策、ハイキング、 

    ネイチャーゲーム等 

クラブ間交流会 

 近隣クラブ同士で、児童クラブの共通の遊びであるフットベースやけん 

玉などを通してクラブ間の交流を図る。また、チーム作りなどを通じてリー 

ダー育成を図る。 

・日時 夏休み等の長期休業日 

・会場 学校の校庭や体育館 

・内容 フットベース、ドッジボール、けん玉、百人一首等 

遠足 

 児童クラブ施設外での活動を体験し、公共のルールを学ぶことやクラブの

仲間との思い出作りを目的に実施する。 

・日時 夏休み等の長期休業日 

・場所 神奈川県内の公共施設または公園、工場見学等 

節目としての行事 

 四季を通じ、伝統的な文化を感じることのできる行事やおやつのメニュー

として取り入れることで節目を感じる。 

・内容 七夕、大掃除、節分、ひなまつり、お別れ会等 

地域と交流する 
活動 

 地域の方々の協力を得ながら、活動と交流の場を広げ、幅広い世代との交

流を通して、地域で子どもたちを育むとともに、犯罪や災害から守る環境づ

くりに努める。 

・内容 地域のおまつりや公民館まつりに参加、施設訪問等の他世代交流、 

    スポーツ関係団体との交流、地域清掃等 

クラブまつり 

 児童クラブに関わる人々と交流、親睦を深めることを目的にクラブに通う

子どもたちが自ら運営し実施する。 

・対象 児童クラブ在籍児童及びその友達、保護者、運営委員、近隣の方々 

・日時 2022年 9月～12月 

・会場 市内各 57児童クラブ 

・内容 ゲーム・工作、生活発表、保護者会による模擬店 

防 災 

避難訓練 

 災害について学ぶ機会とするとともに、災害が発生した際に適切な行動が

とれるよう実践的な訓練を行う。 

・時期 各児童クラブ年 3回以上 

・内容 火災、地震・津波を想定した避難行動 

防災体験 

 児童及び指導員が体験を通して防災について学び、防災意識の向上を図る。

また、昨年に引続き、消防局の方の協力を得ながら、消火器訓練も実施する。 

・時期 各児童クラブで年 1回いずれかの活動に参加する。 

・内容 起震車体験、地区防災訓練に参加、消火器訓練等 

緊急メール 
システム 

 災害時等における緊急情報など、保護者へ連絡する必要性が生じた場合に、

一斉配信を行う。 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 

会 議 

職員会議 

 本課職員及び全クラブ長の出席により、事業及び会議の報告や本課からの

事務連絡、課全体の予定の確認など情報共有を図る。 

 原則 8月を除く毎月 1回開催 

ブロック長会議 

 管理職とエリアマネージャー、本課担当職員、ブロック長により、児童ク

ラブにおける重要事項について審議するとともに、児童指導方法やクラブ長

の育成について、検討し決定する。 

 原則 毎月 2回開催 

ブロック会議 

 市内 57児童クラブを 6つのブロックに分け、ブロック長が中心となって、

円滑なクラブ運営のための情報交換、意見交換を行う。 

 原則 毎月 1回開催 

本課会議 

 管理職と本課職員により、児童クラブにおける事務執行上の課題や重要事

項について、検討し方針を決定する。 

 原則 毎月 1回 開催 

クラブ 

ミーティング 

 各クラブ長とクラブに所属する職員により、活動や児童指導、保護者対応

等について検討し、方針を決定する。また、各種会議の結果を報告し、情報

共有を図る。 

 原則 毎月 2回開催 その他必要に応じ随時  

運営委員長会議 

 各児童クラブの運営委員長が一堂に会し、児童クラブの事業や研修等につ

いて説明及び報告を行うとともに、各児童クラブの状況を報告していただ

き、情報共有を図る。 

 年 2回開催(5月、11月) 

運営委員会 

 児童クラブの状況や活動について説明及び報告を行うとともに、地域の状

況について情報共有を図る。 

 年 3回以上開催 

保護者懇談会 

 児童の様子や児童クラブの活動について説明及び報告を行うとともに、共

通テーマに沿った意見交換等を実施し、保護者同士の交流、親睦を図る。 

 年 4回以上開催 

 

 

【その他目的を達成するために必要な事業（定款第 4条第 1項第 4号）】 

1 物品販売事業等 

事  業  名 内    容 

写真の販売 
 児童クラブの活動を撮影した写真を販売し、利用者へのサービス向上を図

るとともに、自主財源の確保に努める。 

折り込み広告 
 児童クラブのおたよりと一緒に折り込み広告を配付し、利用者へのサービ

ス向上を図るとともに、自主財源の確保に努める。 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

ス ポ ー ツ 事 業 計 画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

Ⅰ   運営方針 

 令和４年度は、昨年秋に「藤沢市スポーツ都市宣言」が制定されたことを受け、さらに市民のス 

ポーツへの関心を高め、スポーツに関わる機会の創出に努めてまいります。また、この理念に基づく、

藤沢市スポーツ推進計画２０２９(案)「みらいふじさわスポーツ元気プラン」が新たにスタートする

ため、これまで進めてきたスポーツ推進計画とともに新たな計画にも適応した事業を展開し、関係団

体等と連携・協力を図り、藤沢市のスポーツ振興を進めてまいります。 

 ３年にもわたる新型コロナウイルス感染症の影響で変化した社会環境により、スポーツへの関わり

も多様性が求められていることから、これまでのコロナ対応の経験を生かし、利用者・参加者のニー

ズに合った施設運営及び事業展開を図り、コロナ禍の困難な環境においても市民の心身共に健康で豊

かなスポーツライフの確立を目指してまいります。 

 昨年、無観客での開催ではありましたが、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会が

行われ、国民のスポーツ熱は高まりました。「藤沢市スポーツ都市宣言」にも「オリンピック・レガシ

ーを未来へ繋ぐ」とうたわれており、積極的にセーリング体験会やボッチャ大会等を始めとするオリ

パラ関連事業をレガシーとして推進するとともに、パラスポーツに触れ合う機会拡大にも努めます。

また、藤沢市に活動基盤を置くプロスポーツチームと連携を図り、イベントや教室等を開催すること

により、スポーツを通して「経済の活性化、地域交流の促進」に繋げてまいります。 

 持続可能なまちづくりのコンセプトとして藤沢市市政運営の総合指針２０２４にも掲げられている

インクルーシブ（共生社会）の実現については、これまでも進めてきた「ふれあいスポーツ交流会」

を始めとするインクルーシブスポーツの推進を図るとともに、就学援助対象者に減額制度を適用した

教室事業の実施や、「ユースワークふじさわ」との連携によるニートやひきこもり等の支援事業など、

社会的弱者と呼ばれる方々にもスポーツ事業を通したサポートを積極的に行ってまいります。このほ

か、人生１００歳時代を見据え、誰もがより長く元気に暮らせるようフレイル対策を意識したラジオ

体操普及事業など、高齢者の健康維持増進や健康寿命延伸につながる事業展開も行ってまいります。 

 生涯スポーツ推進委員会からの提言では、コロナ禍においても対応可能なオンライン事業の継続や、

女性の運動実施率向上を目指す事業展開、また、オリパラのレガシー創出を図るボッチャ常設コート

の設置などパラスポーツの推進が挙げられており、これらを令和４年度事業に反映し、利用者・参加

者の拡大を図ってまいります。 

 湘南藤沢市民マラソンについては、コロナ禍の影響により２年連続で中止となりました。未だ新型

コロナウイルス感染症の終息が見えない中では、次回大会は、さらなる安全・安心の確保が求められ

ると考えられることから、中止となった大会で得た課題等を生かし、様々な工夫や新たな対応策を施

した大会運営に努めてまいります。 

 藤沢市運動施設等の指定管理者として、令和４年度は、新たな指定管理期間の初年度となっており、

期間も３年間に改められたことから、掲げた事業提案を着実に遂行し、次期の指定管理者の獲得も見

据えた管理運営に努めてまいります。 

 施設の運営では、新たな施設利用券の販売や法人・団体の利用促進を図る割引制度の導入により、

利用者の確保に努めます。また、「（仮称）施設運営委員会」を組織化し、スポーツ施設の管理運営に

おいて地域の方の意見を反映できるよう努め、より良い施設づくりを目指してまいります。 

 令和４年度も引き続き、事業・施設運営ともに難しい課題と向き合う年になりますが、スタッフ一

同力を合わせ、藤沢市が目指す「健康で豊かな長寿社会をつくる」に貢献してまいります。 



  

Ⅱ   実施事業等 

【市民の健康づくりと生涯スポーツの推進を目的とする事業（定款第 4条第 1項第 2号）】 

1 各種スポーツ教室・大会等の開催 ※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により変更あり。 

 （1）スポーツ教室等の開催 

 事  業  名 内    容 担当・会場 

各種スポーツ
教室(講習会)
等の開催 

スポーツ教室 

 生涯スポーツの推進を図るため、市民のスポーツ活動の基盤と
なる場の提供として各種スポーツ教室を実施する。 

 施設の設立目的や地域性を充分生かしながら、体力・技術レベ
ルに対応する市民ニーズを反映した教室、また中高年の方の体力
維持・増進や子ども、障がいのある方の体力向上に寄与すること
のできる教室を開催し、各種スポーツの普及・推進に努めるとと
もに、交流・親睦の場を提供する。また、一部の教室事業におい
て就学援助受給世帯の子どもを対象に参加費の減額を行い、ス 
ポーツ活動への参加を支援する。 

 合計 300教室(予定) 

施設名 開催予定数 

秩父宮記念体育館 74教室 オープン教室 10種など 

鵠沼運動施設 
八部公園プール 

26教室 ｴﾝｼﾞｮｲﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙなど 
53教室 ナイター水泳など 

秋葉台文化体育館 
秋葉台公園プール 

36教室 小学生かけっこ教室など 
41教室 みんなでｱｸｱﾋﾞｸｽなど 

石名坂温水プール 70教室 年間水泳教室など 
 

各施設 

開放事業 
(有料) 

 スポーツ教室事業と併せ、年間を通じた市民のスポーツ活動の

基盤となる場として個人使用種目を設定開放し、市民のスポーツ

実施率の向上と施設利用者の拡大を図る。 

施設名 開催予定 

秩父宮記念体育館 卓球 他 主に 7種目 

秋葉台文化体育館 バドミントン 他 主に 6種目 

 駐車場スペースを有効活用し、自転車の練習場所を定期的に提
供、交通安全の意識向上とスポーツサイクルの普及を図る。 

【サイクルオープン Day】 

秩父宮 
秋葉台 

開放事業 
(無料) 

 障がい者も同一フィールドで楽しむことのできるローリング
バレーボールやテニスの練習会場を定期的に提供し、インクルー
シブスポーツやパラスポーツの普及を側面からサポートする。   
【ローリングバレーボール】【テニス】 

 
 ボッチャ、パラバドミントン等の新たなパラスポーツ開放事業
を実施する。 
【ボッチャ】【パラバドミントン】等《専門委員会提言内容》 

 
 施設の利用制限やリスク等によって、施設利用がしにくい方々
を対象とした専用開放日を設ける。ワンポイントアドバイス等を
実施し、障がい者・乳幼児が運動しやすい環境をつくる。 
 【障がい者プール開放】【ベビースイム Day】 
 
 超高齢社会を迎えた現在、生活の中にスポーツを取り入れ、い
きいきと過ごしていただくため、敬老の日の前後はシルバーウィ
ークと題し、各施設日替わりで 60 歳以上の方を対象とした無料
開放を実施する。 
 【敬老の日(シルバーウィーク)】 
 
 子どもたちの体力低下が著しい昨今、7･8月を除き月 1回の 
プール開放を実施し、プール遊びを通して基礎体力の向上を図
る。 

【子どもプール無料開放日】 

各施設 



  

事  業  名 内    容 担当・会場 

各種スポーツ
教室(講習会)
等の開催 

関連団体等との
連携による健康
づくり 

 藤沢市スポーツ推進課、藤沢市健康づくり課、地域包括ケアシ
ステム推進室、藤沢市保健医療財団、藤沢市医師会、慶應義塾大
学スポーツ医学研究センター等との連携により、市民を対象とし
た健康づくり事業の推進を図り、研究のための調査を支援する。 

 藤沢市健康づくり課、藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学大学
院健康マネジメント研究科、同スポーツ医学研究センターとの連
携を強化するとともに、人材交流や事業研修等、更なる充実を図
りながら「健康寿命日本一を目指した社会基盤」を構築し、より
実効性のある事業展開に努める。 

 

各施設 

介護予防推進
事業 

 フレイル対策の一環として、介護予防の推進を意識した健康・
体力づくり教室の実施や藤沢市健康づくり課・地域包括ケアシス
テム推進室の介護予防事業に各スポーツ施設を会場として提供
する。また、高齢者福祉センター主催の健康づくり運動講座に運
動指導員を派遣し、メンタル面も含め高齢者の運動機能の改善、
向上のための知識や技術を普及し、高齢者が介護予防を意識した
生活を送れるように努める。 

各施設 

トレーニング
ルームの運営 

・各個人に適した運動プログラムの提供を行うとともに、これか
ら運動を始めてみたいと思っている方に対しては「健康体力づく
り相談」を実施し、市民の健康づくりへの取組をトータル的に支
援する。 

・運動指導員(トレーナー)によるマンツーマン指導や生活習慣病
予防のカウンセリングなど様々な運動プログラムの作成を行い、
市民ニーズに応じたトレーニング方法を提供し、健康の維持増進
に努める。 

・利用者ニーズに応じたトレーニング機器の更新を行い、環境整
備に努める。また、初回登録時に健康リスクに付随するチェック
リストを実施し、危険因子のスクリーニングをしながら、市民が
安心して運動できるようエビデンスに則した安全なプログラム
を提供する。 

秩父宮 
鵠沼 
秋葉台 

 

地元プロスポ
ーツチームと
連携したジュ
ニア育成 
 

 多くの子どもたちにトップアスリートとふれあえる機会を提
供し、藤沢市出身の子どもたちがスポーツ界の将来を担っていけ
るようなきっかけづくりを行う。 

【湘南ユナイテッド BCバスケットボールスクール】 

会場：秩父宮記念体育館、秋葉台文化体育館 

【神奈川フューチャードリームスベースボールスクール】 

会場：八部公園野球場 

秩父宮 
鵠沼 
秋葉台 

ジュニアのた
めのスポーツ
栄養講座 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され
たことを契機に、様々なスポーツに励んでいるジュニア世代・指
導者・保護者等、家庭を中心とした幅広い層に対し「スポーツ栄
養講座」を開催する。講座では正しい栄養知識と摂取法などのス
キルを習得させることでジュニアアスリートの身体づくりを支
援し、生涯を通じてスポーツに親しめるケガをしにくい身体づく
りを促進する。※オンライン対応事業 

 (スポーツ推進課受託業務) 《専門委員会提言内容》 

事業担当 

日本赤十字社 
正規講習会 

日本赤十字社の救急法、水上安全法を開催し、湘南の地域特性
を生かした、マリンスポーツ・ビーチスポーツを市民が安心して
活動できるよう知識や技術の普及に努める。 

秋葉台 

 

 

 

 

 



  

 （2）スポーツ大会等の開催 

事  業  名 内    容 担当・会場 

大会・イベント

等の開催 

 管理施設を有効活用し、市民が気軽に参加できる大会・イベント等を開催し、利

用者サービスの向上と、市民に親しまれる財団及び施設運営とスポーツ活動のプロ

モーションに努める。 
 

みらい子ども

フェスタ 

 青少年事業課、芸術文化事業課とともに子どもの日に関するイ
ベントとして 5月の連休中に実施する。 
 ・2022年 5月 3日（火･祝）～5日(木･祝) 
秩父宮記念体育館、八部公園、秋葉台公園、石名坂温水プール 

   スポーツ体験教室・スポーツチャレンジ体験イベント等 
   プール無料開放等 
  ※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により変更あり。 

各施設 

ふれあいスポ
ーツ交流会・ 
開放 

 本財団・障がい者団体・ボランティアが企画段階から協働した、
テニス開放を定期的に実施し、障がい者・健常者がともにスポー
ツを楽しむことのできる環境整備に努め、インクルーシブスポー
ツの推進を図る。 
 【藤沢市八部公園ふれあいテニス開放】毎月 2 回、生涯スポー
ツ推進委員会の提言を受け、障がいのある方を対象にテニスコー
トを開放する。《専門委員会提言内容》 
 【障がい者ふれあいテニス教室・障がい者ふれあいグループス 
  イム】【楽・楽水泳教室(初級)】等 

体力・身体機能の差に関わらず、だれもがスポーツのもつ楽しさ
や充実感を共有できるインクルーシブスポーツの普及振興を図
る。 

 【ローリングバレーボール＆ボッチャ】 

      2022年 11月 5日(土) 秋葉台文化体育館 

 【卓球】 2022年 12月 4日(日)or10日(土)or11日(日) 

秩父宮記念体育館 

秩父宮 
鵠沼 
秋葉台 
石名坂 
事業担当 

ふじさわ市民
ウオーク2022 

 市民の健康寿命の延伸と身体活動を促進するためにウォーキン
グイベントを開催し、市民の健康づくりに寄与する。 
 ・期日  2022年 5月 28日(土) 
 ・場所  奥田公園・クラゲ広場～江の島ヨットハーバー～ 
                  秩父宮記念体育館(予定) 
 ・参加費 500円(小･中学生無料) 

事業担当 

カラダ健康フ
ェスタ 
～体力年齢を
知ろう～ 

 市民一人ひとりが、自身の「体力」、「運動能力」を適正に把握
し、体力向上・健康増進の目安とするため新体力テストを実施す
る。 
 また、藤沢市保健医療財団、藤沢市健康づくり課と連携し、健
康増進やスポーツ実践への正しい知識を提供するコーナーを設
け、スポーツライフのサポートに努める。 
 ・期日  2022年 5月 29日(日) 
 ・場所  秩父宮記念体育館 
 ・対象  小学 1年生から 79歳の方まで 
 ・参加費 無料 

秩父宮 
事業担当 

ノルディック
ウォーキング 

 ノルディックウォーキングを行いながら、藤沢の歴史や自然に
触れ合い、街並みを楽しみながら藤沢市内等を巡る。 
 イベントを通じ、全身のエクササイズとなるノルディックウォ
ーキングの楽しさを伝えるとともに健康の維持増進を図る。 
 ・期日  ①調整中  ②調整中  ③調整中 
 ・場所  ①境川遊水地公園周辺 ②江の島周辺 
      ③茅ヶ崎里山公園周辺 
 ・対象  ①②5㎞～6㎞程度歩ける方 ③10Km以上歩ける方 
 ・内容  ノルディックポールを使ったウォーキングイベント 
 ・参加費 800円（ポール代含） 
 

秋葉台 
市内 
市外 



  

事  業  名 内    容 担当・会場 

大会・イベント

等の開催 

秋葉台スイム 

ツアー2022 

 湘南の地域特性を生かし、自然の中で行われる水泳競技の醍醐

味を体験していただき、えぼし岩までの完泳を目指す。オープン

ウォータースイミング(OWS)の練習機会を提供する。 

 ・期日  ①2022年 6月 19日(日) プール 

      ②2022年 6月 26日(日) 海 

 ・場所  ①秋葉台公園プール ②茅ヶ崎海岸 

 ・対象  高校生以上でクロールを連続 1.5㎞以上泳げる方 

 ・内容  えぼし岩を目指して海で泳ぐ醍醐味を体験する。 

 ・参加費 5,000円 

 ・協力  サーフ 90茅ヶ崎ライフセービングクラブ 

秋葉台 
茅ヶ崎海岸 

救急イベント 

 海浜・河川に恵まれた地域性を考慮し、安全にビーチや水辺で

のスポーツ・レクリエーション活動を楽しんでいただくため、市

民を対象に水難事故発生時の対処方法や、スポーツ活動や家庭で

活用できる簡単な応急手当などが学べるイベントを開催する。 

【石名坂…夏目前！石名坂救急豆知識】  2022年 6月 19日(日)  

【鵠沼…藤沢市八部公園『夏の救急フェア』】2022年 7月 17日(日) 

【秋葉台…新春！秋葉台公園プール元気祭『蘇生法体験ブース』】 

                    2023年1月15日(日) 

 
鵠沼 
石名坂 
秋葉台 

泳力認定進級 
テスト 
(泳力認定制度) 

 八部公園プール・石名坂温水プールにおいて、施設共通の泳力
認定基準による認定会(進級テスト)を開催し、市民(プール利用
者)に水泳レベルの目安を「級」として提供することで泳力向上へ
の動機付けとし、市民のスポーツ意欲の向上を目指すとともに、
プールの利用促進を図る。また、各プール施設において、泳力認
定級取得者を対象とした水泳教室を開催する。 

 ・期日  ①2022年 7月 25日(月) ②2023年 3月 28日(火) 

 ・場所  ①八部公園プール ②石名坂温水プール 

 ・対象  ①高校生以下 120人 ②高校生以下 120人 

 ・内容  泳力認定進級テスト 

 ・参加費 500円  

鵠沼 
石名坂 

 

秋葉台カヌー 

Ｄａｙ 

 河川に比べ安全なプールでカヌー体験を楽しみながら、夏休み期間
における平日夕方のプール利用促進を図り、新たな価値観を創造す
る。 
 ・期日  2022年8月2日(火)～5日(金) 
      2022年8月16日(火)～19日(金)  計8回実施 
 ・時間  午後5時から午後5時45分まで 
 ・場所  秋葉台公園プール流水プール 
 ・内容  カヌー体験会 
 ・参加費 無料(プール入場料は別) 

秋葉台 

みらい水泳 
大会 in秋葉台 

 泳ぐだけでなく、「水中運動会」の要素も含めた小学生を対象と
した水泳大会を開催し、より幅広いプールの楽しみ方を体験して
いただく。 
 ・期日  2022年 8月 15日(月) 
 ・場所  秋葉台公園プール 
 ・対象  小学生 
 ・内容  水泳運動会 
 ・参加費 1,000円 

秋葉台 

 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 担当・会場 

大会・イベント

等の開催 

スポーツ講演

会・クリニック 

 トップアスリートによる講演会・クリニック等を関係団体や協
賛企業等とのタイアップで実施し、スポーツの素晴らしさを伝え、
明日を担う藤沢の子どもたちの向上心を養う。 

 【ビーチバレークリニック】 

   2022年8月17日(水) 鵠沼海岸 

 【バスケットボールクリニック】 

   2022年8月23日(火) 秩父宮記念体育館 

 【ベルマーレフットサルクリニック】 

   2022年10月10日(月･祝) 秋葉台文化体育館 

秩父宮 
鵠沼 
秋葉台 

事業担当 

(鵠沼海岸) 

車いすバスケ
ットボール 
体験 

 車いすバスケットボールを体験する機会を提供し、車いすの操
作とルールの理解をとおして、共生社会の実現に寄与する。 
 ・期日  2022年 8月 21日(日) 
 ・時間  ①午前 10時～正午  ②午後 1時～午後 3時 
 ・場所  秋葉台文化体育館 第 1体育室 
 ・対象  小学生以上の方 各 30人 
 ・内容  車いすバスケットボール体験・デモンストレー 
      ション 
 ・参加費 無料 

秋葉台 

おはよう！ 

キュンとする 

まち。藤沢 

ラジオ体操

2022 

 フレイル対策の一環で、健康寿命日本一を目指す取組のひとつと
して「ラジオ体操」を市民に広く伝えるイベントを開催し、市民の身
体機能の向上を目指すとともに、異世代交流の促進を図り、市民がよ
り豊かで健康な生活を送れるようラジオ体操イベントを開催する。 

 (スポーツ推進課受託業務) 

 ・期日  2022年 8月 26日(金) 

 ・場所  秋葉台公園球技場（雨天時 秋葉台文化体育館） 

 ・内容  市民一斉ラジオ体操会（NHK巡回ラジオ体操会） 

 ・参加費 無料 

各施設 
事業担当 

ふじさわセー
リングフェス
タ2022 
in江の島 

 東京 2020オリンピック・セーリング競技大会が開催された江の
島ヨットハーバーにてオリンピック・レガシーを未来へ繋ぐイベ
ントとして、市民の参画を促進することを目的に、障がい者や子
どもも安心して操船できるユニバーサル艇を使用し、より多くの
市民にセーリング体験の機会を提供することで、セーリング競技
やマリンスポーツの普及とレガシーの推進に努める。 
 (スポーツ推進課受託業務) 
 ・期日  2022年 10月 8日(土)、9日(日) 
      午前 9時から午後 4時 20分まで 
 ・場所  江の島ヨットハーバー湘南港 
 ・対象  小学生以上の方 100人(各日 50人×2日間) 

 ・参加費 大人(中学生以上)800円 小学生 300円 

事業担当 
（江の島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 担当・会場 

大会・イベント

等の開催 

興行的イベン
ト（みるスポー
ツ） 

 他団体が開催する興行イベントに後援・協力し、広く市民に「み

る」スポーツを提供する。 

 【湘南ベルマーレエキシビションマッチ㏌秋葉台】 

  2022年10 月10 日(月･祝) 秋葉台文化体育館 

 【神奈川フューチャードリームスファン感謝デー】 

  2022年10月29日(土) 八部公園野球場 

【プロレスチャリティー興行】 

  2022年11月26日(土) 秋葉台文化体育館 

秋葉台 
鵠沼 

地域感謝 
イベント 

 地域の方々に感謝の気持ちを込めて、スポーツ体験教室やフ 

リーマーケット、パフォーマンスショーなど、気軽に施設を利用

いただける機会を提供する。 

 【ＳＬまつり】(鵠沼)      2022年 10月 10日(月･祝) 

 【地域感謝祭 in秩父宮記念体育館】2022年 11月 27日(日) 

  ※ふじさわパラスポーツフェスタと同日開催 

 【石名坂地域感謝祭】       2022年 12月 18日(日) 

 【新春！秋葉台公園プール元気祭】 2023年 1月 15日(日) 

市民センターや地域団体等と協働開催し、地域の活性化を推進。 

 【藤沢市民まつり】(秋葉台)    2022年 9月 24日(土) 

各施設 

第 6回ふじさ
わ・えのしま観
光ロゲイニン
グ 

 地図をもとに市内のチェックポイント(観光名所や商店等)を巡

り、時間内に得点を集めるスポーツ。観光の要素も取り入れてい

るため地域活性化の一助にもなり、だれでも楽しみながらウォー

キング・ランニングを実践できるイベントとして開催する。 

 ・期日  2022年 11月 13日(日) 

 ・場所  秩父宮記念体育館・藤沢市内各地 

 ・対象  一般の部・ファミリーの部 250人(1チーム 2～5人) 

 ・内容  観光地をチェックポイントにしたロゲイニング 

 ・参加費 大人 3,000円(予定) 小・中学生 500円(予定) 

秩父宮 
市内 

ふじさわパラ
スポーツフェ
スタ2022 

 スポーツによるインクルーシブ社会の推進を図り、多くの市民

がパラスポーツの体験を通じて、楽しみながら交流を促進できる

よう努める。パラスポーツに対する理解を深めるとともに、共生

社会の実現に向けた市民意識の高揚を図る。 

 (スポーツ推進課受託業務) 

 ・期日  2022年 11月 27日(日) 

 ・場所  秩父宮記念体育館 

 ・対象  どなたでも 

 ・内容  各種パラスポーツの体験会 

 ・参加費 無料 

秩父宮 
事業担当 

サイクルチャ
レンジ藤沢 in
秋葉台 

 プロの自転車選手を迎え、安全講習とスポーツ自転車クリニッ

クを開催し、市民がトップアスリートとふれあう機会を提供する

とともに、施設の有効活用を図る。障がいのある方も参加いただ

けるイベントとする。 

 ・期日  2022年 11月 27日(日) 

 ・場所  秋葉台公園 第 2駐車場 

 ・対象  自転車に乗れる子ども(※補助輪が取れていること) 

 ・内容  自転車安全講習・自転車クリニック 

 ・参加費 500円 

秋葉台 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 担当・会場 

大会・イベント

等の開催 

プレス工業ラ
ンニングクリ
ニック 

 全日本実業団対抗駅伝競走大会(ニューイヤー駅伝)などでも活

躍した経歴をもつ地元の強豪、プレス工業陸上競技部の現役ラン

ナーによるランニング教室(長距離走)を開催する。 

 ・期日  ①調整中  ②調整中 

 ・場所  秋葉台公園芝生広場 

 ・対象  18歳以上の 1㎞ 4～7分ペースで 3～5㎞続けて走れ 

      る方 30人 

 ・参加費 800円 

秋葉台 

年末打ちおさ

めテニス 

Ｄａｙ 

 多様な市民ニーズに応え、スポーツ施設をより有効活用してい

ただくため、年末休場日に八部公園テニスコートを開放し、打ち

納めの機会を提供する。 

 ・期日  2022年 12月 28日(水)から 30日(金)まで 

 ・場所  八部公園テニスコート 

鵠沼 

石名坂温水プ
ール年末営業
日 

 多様な市民ニーズに応え、スポーツ施設をより有効活用してい

ただくために石名坂温水プールの年末休館日に営業し、泳ぎ納め

の機会を提供する。 

 ・期日  2022年 12月 28日(水)から 30日(金)まで 

 ・場所  石名坂温水プール 

石名坂 

スポーツチャ
レンジフェス
ティバル
VOL.20 

 子どもから大人、障がいのある方も、グループや家族で参加で

きるゲーム感覚の種目やスポーツを用意し、楽しみながら体を動

かす機会を提供する。 

 (スポーツ推進課受託業務) 

 ・期日  2023年 2月 19日(日) 

 ・場所  秩父宮記念体育館 

 ・定員  400人 

 ・内容  2人～5人のチーム戦 （10種類のゲームでの勝敗） 

 ・参加費 大人 500円 小人 300円 

秩父宮 
事業担当 



 

 

事  業  名 内    容 担当・会場 

 

 

競技会の 

開催 

 市民がトップレベルのプレーに触れる(みる)機会、競技に参加できる(す
る)機会等を提供し、幅広い種目の推進や技術の普及に努める。 
 全国規模の大会・イベント等の開催に協力し、スポーツに捉われることな
く施設の活用を図り、他団体や企業のイベント等に共催、後援、協力をする。 
 「第 13回湘南藤沢市民マラソン 2023」が安心・安全に開催できるよう、
藤沢市や関係団体と連携・協力を図り、一丸となって取り組みを進める。 
 日本のビーチバレー発祥の地“鵠沼”にて、広く市民が参加できる大会か
らトップレベルのプレーに触れる機会まで、ビーチバレーの普及・推進に主
眼をおいた事業を展開する。 

 

ビーチ 

バレー 

3 大会 

 藤沢市バレーボール協会との共催で、ビーチバレー大会の

運営を施設管理者としてサポートし、湘南の地域特性を生か

したビーチスポーツ愛好者の拡大を図る。(共催事業) 

 ・2022年 5月 1日(日) 常設コートオープン記念大会 

 ・2022年 7月 23 日(土)、24日(日) 海の日記念大会 

 ・2022年 8月 6日(土)、7 日(日) ビーチバレー湘南 

事業担当 
(鵠沼海岸) 

神奈川県及び 
全国中学生 
ビーチバレー 
大会 

 ビーチバレー国内発祥の地として、次世代を担う子どもた
ちにビーチバレーの普及・拡大を目的に開催し、更なる発展
を図る。 
 近年参加チームが増加傾向にある中で、特に全国大会につ
いては、引き続き参加地域を増やすように努め、東京 2020
オリンピック・パラリンピック競技大会のレガシーの一環と
して、藤沢からビーチバレーの普及を目指す。 
 (スポーツ推進課受託業務) 
 ・2022年 7月 31 日(日) 神奈川県大会  
             鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ 
 ・2022年 8月 17 日(水)、18日(木)  全国大会    
             鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ 

事業担当 

(鵠沼海岸) 

ビーチバレー
ジャパン 

 日本トップレベルの選手が集う国内最高峰の大会運営を
サポートし、市民にトップ選手のプレーを観戦する機会を提
供する。 
 (スポーツ推進課受託業務) 
 ・2022年 8月 12 日(金)～14日(日) 
             鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ 

事業担当 
(鵠沼海岸) 

湘南オープン 
ウォーター 
スイミング 
2022江の島ス
イムツアー     

 湘南オープンウォータースイミング 2022 の実行委員会に
参画し、ビーチスポーツの普及に努め、江の島スイムツアー
(集団泳)の運営をサポートし、初心者や高齢者、障がいのあ
る方の参加をサポートする。(共催事業) 
 ・2022年 8月 27 日(土) 片瀬海岸東浜 

事業担当 
(片瀬海岸) 

第 14 回 
秋葉台キッズ 

アクアスロン 

 水泳とランニングの 2 種目を続けて行う小学生を対象と
した競技会。子どもたちが自らの限界に挑戦することで、精
神的・肉体的に成長してもらうことを目的とする。競技ス 
ポーツの楽しさと充実感を体感できる環境をつくる。 
 ・2022年 9月 18 日(日) 
  秋葉台公園プール・秋葉台公園園路 

秋葉台 

第 68 回藤沢
市駅伝競走大
会 

 市内駅伝競走大会を藤沢市陸上競技協会や藤沢北警察署、
藤沢市スポーツ推進委員協議会との協働で開催する。また、
前回に新設したカテゴリーとコースを継続し、より多くの市
民に参加機会を提供することで、競技スポーツの普及・推進
に努める。 
 (スポーツ推進課受託業務) 
 ・2022年 12月 25日(日) 
  慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス周辺 
 

事業担当 



 

 

事  業  名 内    容 担当・会場 

競技会の 

開催 

第 13 回湘南
藤沢市民マラ
ソン 2023 

 第 13 回目となる市民マラソン大会を安全・安心に開催で
きるよう、実施方法等を検討・調整し、市民に支持される大
会運営に努める。今後も関係団体等との連携・協力を強化し、
地域の活性化や経済効果にも貢献できるよう努める。 
 (スポーツ推進課受託業務) 
 ・2023年 1月 22 日(日)(予定)  
  マラソンコース：江の島･湘南海岸～浜須賀交差点 

事業担当 

ふじさわボッ
チャ競技大会 

 パラリンピックの正式種目でもあり、誰でも楽しく参加で
きるボッチャ競技大会を開催し、パラリンピックレガシーの
一環として地域でのパラスポーツの普及・推進に貢献する。 
 (スポーツ推進課受託業務) 
 ・2023年 3月 12 日(日) 秋葉台文化体育館 

秋葉台 
事業担当 

 

2 指導者・ボランティア組織の充実 

 （1）指導者養成・派遣 

事  業  名 内    容 担当・会場 

指導者養成・派遣事業 

 関係機関・地域団体等からの依頼による各種講習会等へ、
講師として職員を派遣し、指導者等の資質向上・育成に協力
する。また、藤沢市内各高校・大学等でのインターンや中学
校の教育カリキュラムである職場体験実習などの受け入れ
体制を整え、あらゆる年代での人材育成に努める。 
 スポーツ・健康に関する公民館事業、介護予防事業、藤沢
市職場研修、総合型地域スポーツクラブへ講師として職員を
派遣し、市民の健康づくりの普及振興に努める。また、慶應
義塾大学湘南藤沢キャンパスの非常勤講師として職員を派
遣し、インクルーシブスポーツの普及と共生社会の実現に寄
与する。 
 コロナ禍での事業実践のためにオンラインや YouTube チ
ャンネルを活用した動画作成等にも取り組み、あらゆる事態
にも対応できるようシステムを構築する。 

各施設 
事業担当 

湘南藤沢市民マラソンでの 
リーダー研修活動及びボラ
ンティア活動の促進 

 円滑で安全な大会運営のために、ボランティアリーダーに
担当業務や大会の基礎情報、緊急時避難先など、研修をとお
して熟知していただき、ボランティア説明会にて当日の業務
内容をボランティアに伝達するなど、大会運営を支えてもら
う。大会終了後は振り返りながら次年度への改善点など課題
解決に向けた意見交換を行う。 
 (スポーツ推進課受託業務) 
 ・2023年 1月 14 日(土) 説明会予定 市民会館大ホール 

事業担当 

 

 （2）ボランティア組織の運営 

事  業  名 内    容 担当・会場 

「スポーツサポーターバン
ク」の管理運営 

 市民のスポーツ・レクリエーション活動を支え、また、
スポーツのバリアフリーの普及に協力いただけるスポーツ
ボランティアを広く公募し、市民との協働による事業展開
に努める。 

事業担当 

オリンピック・パラリンピッ
クボランティアの大会後の連
携・支援 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会でのシ
ティキャストを大会後に組織化する『チーム FUJISAWA 
2020』との情報共有や連携を図り、オリンピック・パラリ
ンピックレガシーとしての市民活動を側方から支援し、ス
ポーツボランティアの活動を推進する。 

事業担当 

障がい者スポーツ関係団体の
情報収集・管理、活動の場の
提供 

 生涯スポーツ推進委員会などの各種会議に障がい者団体か
ら委員に就任していただき、意見を反映させた施設管理、事
業運営に努める。また、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会
に委員として職員を派遣し、地域における障がい者スポーツ
の推進と普及に寄与する。 

事業担当 



 

 

3 スポーツ施設の管理運営 

事  業  名 内    容 

藤沢市スポーツ施設管理運営 
(指定管理業務) 

・秩父宮記念体育館管理運営 
・八部公園管理運営 
・秋葉台公園管理運営 
・石名坂温水プール管理運営 

 藤沢市内の拠点スポーツ施設を一括に管理する指定管理者として、ス 

ポーツ関係団体等の支援と連携に努め、各施設の特性及び利用者のニーズ

を反映し、安全性・快適性・効率性等に配慮した健全な管理運営業務を行

う。令和 4年度はコロナ禍における感染予防を徹底するための対策、利用

者の利便性向上及び個人情報の安全性を確保するとともに業務の効率化

を目的として、教室や講座の申し込みを Webで一括管理する新たな事業運

営システムを本格稼働する。 

 そして、これから運動・スポーツを始めたいと思っている方が、自分に

合ったコンテンツを検索できる Web システム(スポーツコンシェルジュ)

を引き続き運用する。また、藤沢市スポーツ都市宣言の制定を踏まえ、ス

ポーツ推進課との連携をより強固なものにし、新たな藤沢市スポーツ推進

計画に沿った安全・安心で持続可能な施設運営と事業展開を推進する。 

快適性においては利用者からのモニタリング結果をもとに継続的な改

善を進め、利用者サービスや施設管理レベルの向上に努める。さらに、閑

散期の利用促進及び新規利用者を獲得するため、定額料金制の取り入れ

や、広域利用促進を図るためポイントサービスを活用した「スタンプラリ

ー」を実施し、施設利用率の向上に努める。なお、今後の施設管理運営は、

持続可能な開発目標(SDGs)に配慮した施策を推進して行く。 

 

■前指定管理期間(平成 29年度)から実施している主なサービス 

 ①トレーニング施設統一の入退場管理システム導入 

  (各トレーニング施設) 

 ②個人用レンタルロッカーの設置(秩父宮・鵠沼) 

 ③トレーニングルーム早朝利用時間の実施(秩父宮) 

 ④トイレ空間に除菌クリーナー・トイレ音を消す擬音装置の設置 

  (秩父宮・秋葉台) 

 ⑤教室欠席者(子ども)に振替施設利用券配布(各プール施設) 

 ⑥秋葉台球技場の開館日拡大(秋葉台) 

 ⑦ホームページの定期的なリニューアル 

 ⑧トレーニング機器の更新及び新機器の導入(秩父宮・鵠沼) 

 ⑨Free Wi-Fi ルーター設置によるインターネット環境整備(秩父宮) 

 ⑩和式トイレを洋式トイレに更新(秋葉台・鵠沼) 

指定管理区分 担 当 管理施設 

藤沢市運動施設等 

秩父宮記念体育館 秩父宮記念体育館 

鵠沼運動施設事務所 八部公園 

秋葉台運動施設事務所 秋葉台公園 

石名坂温水プール事務所 石名坂温水プール 

鵠沼海岸ビーチレクリエーシ
ョンゾーンの管理運営 

 ビーチバレー国内発祥の地である鵠沼海岸の常設コートの管理運営を

関係団体と調整を執りながら効率的に行い、ビーチエリアの安全管理と美

化に努めるとともに、ビーチスポーツの普及・推進を図る。 

 市民に手軽に利用していただけるよう、用具の貸し出しを行い、利便性

を向上させ施設の利用促進に繋げる。 

 (スポーツ推進課受託業務) 

個人利用のセット券販売 

 秋葉台公園と八部公園は、同一敷地内にプール、トレーニングルーム、

サウナが存在する施設であることから、それらを相互に利用していただけ

るよう、割引価格の「セット券」を提供し、複合施設の利点を生かした利

用促進を図る。(秋葉台・鵠沼) 



 

 

事  業  名 内    容 

インクルーシブ施設整備 

 誰もが利用できる「公共スポーツ施設」において、障がい者の利用促進

を図るため、インクルーシブ施設の整備を進める。 

 2021 年 3 月にインクルーシブ遊具が設置され、障がい者の利用増加が

見込まれるため、車椅子でも利用しやすいテーブルを配置するなど、施設

周辺の環境整備に取り組み、すべての市民にとって居心地の良い施設づく

りに努める。(秋葉台) 

(仮称)施設運営委員会の設置 

 指定管理者事業計画書で提案した、地域に密着した施設運営を行うた

め、所在地域の自治会等の協力を得て、地域関係者が参画した(仮称)「施

設運営員会」などを組織し、施設管理運営及び健康づくり等の事業に対す

る意見を聴取するとともに、地域イベントなど実施の際には積極的に活動

に参加し、さらなる協働・連携を図る。 

教室事業インターネット申込 
事業運営システム 

 事業参加者の利便性向上と業務効率化を目的に、インターネットを活用

した「受付申込からオンライン決済による支払いまで」が可能となる「事

業運営システム」を 2022 年 4 月から事業実態に合わせ、本格運用を開始

し、利便性の向上を図る。 

藤沢市保健医療財団や各企業
健康保険組合等との提携によ
る勤労者ヘのヘルスプロモー
ション事業 

 勤労者のヘルスアップの促進を目的に企業等での健康教育や労働安全

衛生研修に本財団指導者を講師として派遣し、地域における勤労者の健康

増進を図る。さらに国民健康保険の健康診断を担う藤沢市保健医療財団や

市内に事業所を置く各企業の健康保険組合等と提携し、健康診断結果の有

所見者等を対象にスポーツ施設(トレーニング室・屋内プール)の優待割引

を提供し、勤労者の健康寿命延伸に寄与する。 

ボッチャ常設コートの設置 
 ボッチャコートのラインを常設化し、レンタル用のボッチャセットも常

備します。(秩父宮記念体育館)《専門委員会提言内容》 

 

4 その他 

事  業  名 内    容 担当・会場 

広報・情報 

事業 

ホームページの
拡充・SNS の活用 

 財団ホームページの有効活用により、インターネットを通

じて広く財団事業を紹介し、各事業課の管理施設案内、教

室・事業等の周知宣伝並びに関連情報の提供を行う。あわせ

て広告掲載を募り、事業収入の拡充を図る。 

 また、スポーツ事業課のイベント・事業等の情報や湘南藤

沢市民マラソン、鵠沼海岸ビーチレクリエーションゾーンの

状況等の情報発信には Facebook、Twitter、Instagram、

YouTube などの SNS を活用し、リアルタイムな情報と運動プ

ログラムを提供する。 

事業担当 

パラリンピアン
講演会・イベント
出演 

【石井雅史講演会・イベント出演】 

 関連団体と連携し、パラスポーツ及び自転車競技の普及と共

生社会の実現に向けた人材育成と、活力のある健全な地域コミ

ュニティーの形成に寄与する。 

事業担当 

施設における情
報案内 

 各施設にスポーツ情報コーナー等を設け、スポーツに関す

るイベント事業や情報を提供するとともに、コーナーの一部

を開放して藤沢市内スポーツサークルの活動を積極的に支

援する。 

 また、ねんりんピック等の関連情報を提供し、大会の気運

醸成に努める。その他、引き続き、導入した Free Wi-Fi 

ルーターにより、誰でも利用できる情報発信の場を提供し、

利便性の向上を図る。 

各施設 
事業担当 

スポーツ施設マップ作成 

 魅力あるスポーツ施設マップを作成することにより、市民

の生活の一部としてスポーツ・レクリエーション活動が取り

入れられるよう努める。 

 (スポーツ推進課受託業務) 

事業担当 



 

 

事  業  名 内    容 担当・会場 

スポーツ青少年等奨励事業 

 藤沢市体育協会が主催する「スポーツ人の集い」において、

競技会等で優秀な成績を修めた青少年や団体の表彰に協力

するなど、明日を担うスポーツ青少年の育成や、スポーツ･

レクリエーション活動を側面から支援する。 

事業担当 

スポーツ用品等貸し出し 

(無料・有料) 

 ロッカーの期間レンタルや各種用具類の貸し出しを行い、

更なる利便性向上及び利用者拡大を図る。また、体育関係団

体や市内各地区等で開催するイベントに際し、藤沢市から委

託されたニュースポーツ物品や本財団が所有する AED を要

望に応じて貸し出す。 

 鵠沼海岸ビーチレクリエーションゾーンの利便性向上、利

用者拡大のために、ビーチバレーボールの貸し出しを行う。 

 (スポーツ推進課受託業務) 

各施設 

事業担当 

藤沢市スポーツ施設優先予約 
事務 

 施設の優先利用において、次年度の施設優先使用日程調整

会議を開催するとともに、年間を通して施設優先予約を受け

付け、市民や関係団体に正確で安定した施設利用を提供す

る。 

各施設 
事業担当 

藤沢市スポーツ施設使用料収
納及び還付事務 

 藤沢市で管理する学校屋外運動場夜間照明設備使用料及

びスポーツ広場使用料の収納及び還付事務を行う。 
各施設 

桐原公園他5公園施設使用料収納 
及び還付事務 

 桐原公園・湘南台公園・遠藤公園・引地川親水公園・西浜

公園・辻堂南部公園の有料公園施設を管理する指定管理者と

の連携により、各公園施設の利用料金収納及び還付事務を適

切に執行し、藤沢市内スポーツ施設利用者の利便性向上に努め

る。 

各施設 
事業担当 

 

【その他目的を達成するために必要な事業（定款第 4条第 1項第 4号）】 

1 物品販売事業及び駐車場管理運営事業 

 （1）スポーツ施設での自動販売機設置・物品販売 

事  業  名 内    容 担当・会場 

自動販売機での飲料水等販売 

 管理運営するスポーツ施設において、飲料水やパンなどを

販売する自動販売機を設置している。昨年まで藤沢市が契約

していた「JOC オリンピック自動販売機」については、本財

団が継承し、施設利用者への更なるサービス向上並びに自主

財源の確保に努める。 

各施設 

スポーツ用品等物品販売 

 管理運営するスポーツ施設での水泳用具・スポーツ用品等

の販売により、施設利用者へのサービス向上を図る。 

 また、各種大会・イベント等における臨時販売行為につい

て積極的に参加・協力を呼びかけ、大会参加者等への利便性

向上に努めるとともに、自主財源の確保に努める。 

各施設 
事業担当 

  

 

 

 



 

 

 （2）スポーツ施設に付帯する駐車場の管理運営 

事  業  名 内    容 担当・会場 

駐車場管理運営 
・秋葉台公園駐車場 
・八部公園駐車場 
・石名坂温水プール駐車場 

 藤沢市内の公共交通機関の整備が十分でない地域からの
利用者や、スポーツ施設を利用するにあたり、多くの用具を
持参する利用者等への利便性向上のため、スポーツ施設付帯
の駐車場の管理運営を行う。 

秋葉台 

鵠沼 

石名坂 

 

2 その他市受託事業 

 （1）藤沢市から受託するスポーツ広場の管理運営 

事  業  名 内    容 

スポーツ広場管理運営 

 藤沢市から受託したスポーツ広場の管理について、グラウンド整備業務

等を適正に実施し、市民の安全なスポーツ活動の場としての環境を維持す

るとともに、施設案内・予約・鍵の貸し出しなど市民利用が円滑に進めら

れるよう努める。 

 (スポーツ推進課受託事業) 

担 当 管理施設 

秩父宮記念体育館 天神スポーツ広場(野球場) 

秋葉台運動施設事務所 
女坂スポーツ広場(野球場･球技場) 

葛原スポーツ広場(野球場) 
 

 

 （2）藤沢市から受託するスポーツ団体運営補助業務 

事  業  名 内    容 担当・会場 

スポーツ団体運営補助 
 藤沢市体育協会事務局の執務場所の確保及び、団体の円滑
運営の支援・補助。 

秩父宮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸 術 文 化 事 業 計 画 

 



  

Ⅰ    運営方針 

 芸術文化事業は、市民が様々な芸術文化に親しみ、触れる機会を提供するため、市や関係団体など

と連携し、市民のこころ豊かな生活及び活力のある社会の実現を目指してまいります。また、「藤沢市

文化芸術振興計画」に基づき、市の計画理念の実現に寄与することができるよう、本財団の「経営計

画２０２４」で掲げた取り組みを計画的に実施してまいります。 

 音楽・演劇鑑賞機会の提供については、芸術監督園田隆一郎の３期目となる 2022－2024シーズン最

初の公演としてＧ.プッチーニ作曲の「ラ・ボエーム」公演を開催します。また、関連事業として定期

的に開催しており、人気の高い「園田隆一郎のオペラを１００倍楽しむ方法」を２公演実施し、オペ

ラへの理解と興味関心を深めてまいります。その他、昨年、一昨年と計画していたものの、コロナ禍

で実施ができなかった「ジャズコンサート」及び「人形浄瑠璃」も実施し、幅広いジャンルの鑑賞機

会を提供してまいります。 

 芸術文化の創造の機会の提供では、市内小中学校にプロの芸術家を派遣する「学校訪問事業」、藤沢

市文化団体連合会の協力により実施する「こどもアートワークショップ」、当財団青少年事業課と連携

しておこなう「青少年育成事業」等、特に未来を担う子どもたちに焦点を当てた事業を実施してまい

ります。 

 芸術文化の創造の機会の提供では、乳幼児を対象とした「ワンコイン・コンサート」や気軽に音楽

に触れあうことのできる「ロビーコンサート」のほか、新たに今春開催される「第１回江の島国際芸

術祭」に参画し、「藤沢市民オペラ」を題材とした芸術性の高い公演を実施し、市民オペラ発祥の地で

ある藤沢を市民及び観光客にアピールすることにより、文化都市藤沢の認知度向上に努めてまいりま

す。 

 地域における芸術文化及び伝統芸能の継承では、美術・書道・写真・華道の公募展「藤沢市展」の

開催、俳句・川柳の大会や伝統芸能の発表会、囲碁の大会などを市民や関係団体との協働で開催し、

芸術文化の発展や伝統文化の継承に努めてまいります。 

 その他、地域において文化芸術活動を行なっている団体等へ助成を行い、地域での自発的な活動を

支援し、活性化を図ってまいります。また、市民や関係団体等と連携し、共催事業として様々な公演

を実施することにより、当財団だけでは開催が難しい幅広い公演事業を市民に提供してまいります。 

 これらの事業や公演については、ホームページや各種ＳＮＳなど、様々な手段を活用して事業の広

報や多角的な情報の発信に努めるとともに、Ｗｅｂによる入場券の販売システムを活用し、対面販売

中心のチケット販売から、いつでもどこでもチケット購入ができるよう時代に即した対応を図ります。 

 令和４年度も、新型コロナ感染症の拡大状況が見通せない中ではありますが、最大限の対応をしな

がら、文化都市藤沢の象徴である藤沢市民オペラを中心に、市民ニーズや地域特性を考慮し、発展的

で効率的な事業展開を図り、文化都市藤沢の発展に寄与してまいります。 



  

Ⅱ  【芸術文化の振興を目的とする事業(定款第 4条第 1項第 3号)】 

1 芸術文化事業の企画及び開催 

 (1)音楽・演劇鑑賞機会の提供 

事  業  名 内    容 会  場 

ジャズコンサート 

田中菜緒子トリオ 

feat. 松島啓之 

 令和 2年度に新型コロナウイルス感染症による影響で、開催中止を余

儀なくされた事業の一つで、再度企画する。 

 この事業は、観客の裾野を広げるため企画・運営した公演で、前回開

催時には、ドリンクサービスと演奏者との距離が近く迫力をより感じら

れたなどのことから好評をいただいた。新型コロナウイルス感染症の影

響や感染対策も十分に考慮しながら、できる限り前回同様の企画・運営

方法で、開催を検討したい。 

 開催日：2022年 11月 27日(日) 

 出演者：田中菜緒子、松島啓之 他 

市民会館 

第一展示 

集会ホール 

人形浄瑠璃文楽 

 令和 2年度に新型コロナウイルス感染症による影響で、開催中止を余

儀なくされた事業の一つで、再度企画する。 

 前回企画していた人形の操作を体験できるような体験型ワークショ

ップの開催については、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、実

施方法等を検討する。 

 なお、文楽公演は、藤沢市民会館で開催したことが無く、初めての開

催となる。 

 公演開催日：2023年 3月 21日(火･祝) 

 ワークショップ開催日：2022年 11月 23日(水･祝) 

 出演者：公益財団法人文楽協会 

市民会館 

大ホール 

 

第一展示 

集会ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 (2)市民との協働で作り上げる総合舞台芸術の実施 

事  業  名 内    容 会  場 

藤沢市民オペラ 

2022-2024シーズン 

 藤沢市民オペラは、地域音楽文化として文化都市藤沢の象徴である。

1973年の初演以降、50年以上の歴史があり、その後全国各地で市民オ

ペラが立ち上がり、日本における市民全体の音楽活動の先駆けとなっ

た。 

 2022-2024 シーズン最初の公演は、G.プッチーニ作曲の「ラ・ボエ

ーム」公演を開催する。本公演は、2017年、2021年に日生劇場で開催

された公演が基になっている。市民に向けた豪華ソリストの出演によ

る質の高い上質なオペラ公演の鑑賞機会を提供することにより、藤沢

市民オペラ 2022-2024シーズンの新たな機運醸成が期待される。 

 これにより、藤沢市の地域音楽文化を更に成熟させるとともに、本

財団芸術文化事業に対する市民の満足度を高めたい。 

 また、公演とあわせて、歴史ある藤沢の地域音楽文化である藤沢市

民オペラを市民に周知し、より多くの市民の公演鑑賞に繋げるため、

講演会やアウトリーチ事業(学校訪問事業)も引き続き開催する。 

 公演開催時は、若者が市民オペラを鑑賞するきっかけづくりの一つ

として、昨年度「ナブッコ」開催時に行った、購入しやすい価格の U-25・

U-39入場料金を設定するほか、引き続き民間助成金や協賛金、寄付金

などの資金調達に努め、事業運営財源の確保を図るとともに、藤沢市

民オペラの潜在的なファンや支援の輪を広げていく。 

 なお、藤沢市民会館建て替えに伴う藤沢市民オペラの今後の方向性

については、藤沢市民オペラ制作委員会において引き続き検討し、具

体的な方策を策定していく。 

講演会(トークショー) 

 藤沢市民オペラ 2022-2024シーズンの幕開けである「ラ・ボ 

エーム」の実施にあたり、オペラの解説及び魅力を伝えることに

より、新たなファン層を広げていくことを目的として、園田隆一

郎(芸術監督)を中心に藤沢市民オペラ演出家等によるトークシ 

ョーを開催する。 

 開催日：調整中 

 講師 ：園田隆一郎、岩田達宗ほか(予定) 

 

園田隆一郎の「オペラを 100倍楽しむ方法」シリーズ 

 「藤沢市民オペラ」の公演とあわせて、市民によりオペラを身近

に親しんでもらう機会のひとつとして、園田隆一郎(芸術監督)の解

説とともに、「藤沢市民オペラ」の出演者を迎えての演奏会を開催

する。 

 開催日：Vol.15 2022年 9月 24日(土) 

 開催日：Vol.16 2023年 2月 11日(土･祝) 

 出演者：園田隆一郎ほか調整中 
 

市民会館 

大ホール 

 

小ホール 

 

第一展示 

集会ホール 

 

市内小・中学校

など 

 

 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 会  場 

藤沢市民オペラ

2022-2024シーズン 

オペラ公演「ラ・ボエーム」 

 日生劇場で開催された「ラ・ボエーム」を改編し、藤沢市民オペ

ラ独自のキャスト及び制作といった、例年の招聘オペラ公演とは異

なる開催方法を取り入れる。藤沢市合唱連盟の協力のもと、児童合

唱の参加も予定している。市民に上質なオペラ公演鑑賞の場を設

け、音楽文化の醸成に寄与し、華々しい 2022-2024シーズンの幕開

けとなる公演を開催する。 

 開催日：2022年 11月 6日(日) 

 出演：指揮/園田隆一郎ほか 

 

アウトリーチ事業(学校訪問事業) 

 藤沢市民オペラの認知度や関心度を高めるとともに、藤沢市が

長年育んできた音楽文化として紹介するため、市内小中学校を訪

問するアウトリーチ事業を行う。 

 さらに、日常生活のなかで馴染みの薄い本格的なオペラやクラ

シック音楽に触れることで、幅広い音楽を知ってもらう。 

実施期間：2022年 4月～2023年 3月 

講師  ：藤沢市民オペラ出演者など 

 

第 25回藤沢市民オペラ出演者オーディション 

2024年度に公演が予定されている第25回藤沢市民オペラの出演

者オーディションを実施する。 

開催日：2023年 3月 11日(土)から 12日(日)まで 
 

市民会館 

大ホール 

 

小ホール 

 

第一展示 

集会ホール 

 

市内小・中学校

など 

 

 (3)芸術文化の創造の機会の提供 

事  業  名 内    容 会  場 

学校訪問事業 

(アウトリーチ事業) 

 子どもの頃から芸術文化に親しむことができる環境づくりと、子ど

もたちの心豊かな感性を育む情操教育の一助とする事業である。 

 市内の小･中学校から申し込みを募り、応募のあった学校の要望に適

した芸術家を派遣し、好評を得ている。 

 本事業が学校の一過性のカリキュラムとならないよう、学校及び芸

術家と綿密な調整を図り実施する。 

 実施期間：2022年 4月～2023年 3月 

 対象校数：年間 15～20校程度 

市内小･中学校 

こどもアート 

ワークショップ 

 子どもたちの心豊かな感性を育む情操教育の一助とする事業とし

て、日本文化に触れることができるワークショップを藤沢市文化団体

連合会と協働で実施する。 

開催日：調整中 

講師 ：藤沢市文化団体連合会と調整中 

市民会館内 

 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 会  場 

こども落語鑑賞会 

With ワークショップ 

 子どもたちが、日本の伝統文化にふれる機会の一つとして、子ども

向けの寄席と、あわせて、所作や小話をとおして、落語の面白さを体

験してもらえるようなワークショップを企画する。 

 

 開催日：2022年 9月 11日(日) 

 出演者･講師：一般社団法人落語協会所属の噺家 

湘南台 

文化センター 

市民シアター 

青少年育成事業 

 本財団のスケールメリットや各部門の横断的事業を推進するため、

青少年事業課との協働により、地域の子どもたちや大人を対象に身近

な場所で音楽に触れてもらう機会として、市内青少年施設で演奏やト

ークを交えた演奏会を開催する。 

 開催日：調整中 

 出演者：調整中 

市内青少年施設 

 

 (4)芸術文化の創造の機会の提供 

事  業  名 内    容 会  場 

みらい 

子どもフェスタ 

 財団全体事業の「みらい子どもフェスタ」の一環で、家族や仲間と

一緒に舞台芸術を鑑賞できる機会を提供する。 

 本格的な舞台芸術を鑑賞する機会を提供することで、舞台芸術に興

味を持ってもらうきっかけとしたい。 

開催日：2022年 5月 5日(木･祝)  市民会館大ホール 

出演者：劇団かかし座 

市民会館 

大ホール 

ワンコイン 

コンサート 

 普段、コンサート会場に足を運べない乳幼児とその家族を対象とし

た音楽会を開催する。生演奏の迫力と音楽の素晴らしさを体験しても

らう。 

 開催日：①2022年 6月 22日(水)  市民会館大ホール 

     ②2022年 8月 6日(土)  市民シアター 

     ③2023年 3月 2日(木)  市民会館大ホール 

 出演者：調整中 

市民会館 

大ホール 

 

湘南台 

文化センター 

市民シアター 

ロビーコンサート 

 気軽に良質なクラシック音楽に親しむことができる機会を提供し、

市民の音楽文化の向上の寄与を目的に、市内の音楽家で構成するトラ

イアングルコンサートを、これまで市役所本庁舎 1 階ロビーラウンジ

等で音楽会を開催してきた。 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症による影響で、市役所ロ

ビーラウンジが利用できない状態が続いているため、市役所以外での

会場や、他事業課事業などでの開催を検討する。 

 開催日：調整中 

 ※トライアングルコンサートと共催 

市役所 

 

市民会館 

小ホール 

 

他市内各所 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

事  業  名 内    容 会  場 

地域文化事業 

 市内の文化活動の活性化や支援とともに、市民会館に普段足を運ぶ

ことの少ない市民にも芸術文化に興味を持ってもらうきっかけとなる

よう、藤沢市民まつりをはじめ、市内音楽団体や市民オペラ参加団体

が主催する演奏会などを共催にて開催する。 

 また、新たに江の島で開催予定の芸術祭にも参加し、藤沢独自の地

域音楽文化である「藤沢市民オペラ」を積極的に PRしていく。 

 ①湘南グッドウィルコンサート 

  開催日：2022年 7月 10日(日) 

  ※湘南グッドウィルコンサート実行委員会と共催 

 ②第 39回ふじさわ合唱祭 

  開催日：2022年 7月 24日(日) 

  ※藤沢市合唱連盟と共催 

 ③湘南ハーモニーコンサート 

  開催日：2022年 9月 19日(月･祝) 

  ※湘南ハーモニーコンサート実行委員会と共催 

 ④ザ ブラス クルーズ 

  開催日：2022年 9月 25日(日) 

  ※藤沢市民まつり ザ ブラス クルーズ実行委員会と共催 

 ⑤江の島芸術祭 

  開催日：未定 

市民会館 

大ホール 

 

2 地域における芸術文化及び伝統文化の継承 

事  業  名 内    容 会  場 

第 72回 

藤沢市展 

 市民の芸術文化活動を支援する美術・書道・写真・華道の公募展で、

今年で 72回目を迎える。長年にわたり、市民の創作発表の場と芸術鑑

賞の場となっている事業であり、引き続き市民団体・財団・市が実行

委員会を組織し、協働で企画・運営する。 

 作品受付：2022年 5月 1日(日)  

 開催日：2022年 

     5月 31日(火)～6月 5日(日)：写真・華道 

     6月 7日(火)～6月 12日(日)：美術 

     6月 14日(火)～19日(日)  ：書道 

 表彰式：2022年 6月 26日(日) 

 ※藤沢市展実行委員会主催 

藤沢市民 

ギャラリー 

 

市民会館 

一展/二展/第二

会議室/和室 

藤沢市 

文化団体連合会 

関連事業 

 藤沢市文化団体連合会との協働により、市民の芸術文化鑑賞機会の

拡充や芸術文化の普及・振興を図るため、以下の事業を本財団共催に

より開催する。 

 ①第 43回藤沢市芸術文化展 

  開催日：2022年 10月 25日(火)～10月 30日(日) 

 ②第 35回藤沢市伝統芸能発表会 

  開催日：2022年 12月 24日(土) 

 ③ワクワク！体験ひろば 

  開催日：2023年 3月下旬 

 

藤沢市民 

ギャラリー 

 

市民会館 

小ホール 

ほか 

 



  

事  業  名 内    容 会  場 

各市民文化事業 

 市民の作品発表の場や研究、交流の場として定着している各種市民

文化活動の大会を市民団体と共催で開催し、その活動を支援する。 

 ①第 36回ふじさわ川柳大会 

  開催日：2022年 9月 25日(日) 

  ※ふじさわ川柳大会実行委員会と共催 

 ②市民俳句大会 

  開催日：2022年 10月 9日(日) 

  ※藤沢市俳句協会と共催 

 ③第 52回藤沢市民囲碁大会 

  開催日：2022年 11月 3日(木･祝) 

  講師：日本棋院所属棋士(調整中) 

  ※藤沢市囲碁連盟と共催 

市民会館 

第一展示 

集会ホール 

ほか 

第 34回 

文化講演会 

 市民文化の向上を図るため、芸術文化に関係する著名な方による講

演会を開催する。 

  開催日：未定 

  講師 ：調整中 

市民会館 

小ホール 

文芸ふじさわ 

第 57集刊行 

 川柳、俳句、短歌、五行歌、現代詩、随筆からなる 6 つの部門の作

品を募集し、文芸集を刊行することで、市民の文芸活動の意欲を高め、

自主的な文芸活動を支援する事業である。 

 刊行にあたっての編集作業は、各文芸の市民サークルで編集委員を

組織し、その作業を行う。 

 募集期間：2022年 10月～11月上旬予定 

 刊行予定：2023年 4月上旬 

 

 

3 芸術文化団体等への支援 

事  業  名 内    容 

芸術文化助成事業 

 市民の自主的な文化芸術活動の支援及び藤沢市の文化芸術の振興を図ることを目的に、

藤沢市を中心に活動する団体が実施する文化芸術活動に係る事業に対して助成金を交付

することで、市民文化芸術活動の支援をする。(令和 3年度から交付要綱を改正) 

 交付要綱に基づき、芸術文化専門委員会にて応募事業を審査の上、助成の適否及び助成

金交付額を決定する。 

 対象事業実施期間：2022年 4月 1日～2023年 3月 31日に実施し終了する事業 

 助成金額：総事業費のうち、事業運営の直接的な経費(助成対象経費)の 2分の 1以内、 

      かつ 50万円を超えない額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

4 その他 

事  業  名 内    容 

共催事業 

 芸術文化に関係する機関・団体との協働により、市民の芸術文化鑑賞機会の拡
充や芸術文化の普及・振興を図るため、「有料公演事業共催に関する要綱」に基
づき、以下の事業を共催により開催する。 

 ①神奈川県青少年センター主催 「歌舞伎教室」 
  会 場：藤沢市民会館大ホール 
  開催日：2022年 6月 23日(木)から 6月 26日(日)まで 
 ②NPO法人じぶん未来クラブ主催 「ヤングアメリカンズ・ジャパン 
  ツアー2022」 
  会 場：藤沢市民会館大ホール 
  開催日：2022年 8月 9日(火)から 8月 11日(木･祝)まで 

 ③茅ヶ崎楽友協会主催 キエフ・バレエ 

  会 場：藤沢市民会館大ホール 

  開催日：2022年 8月 19日(金) 

 ④ふじさわ市民ミュージカル主催 「第 10回公演『ウィステリアのドラゴン』」 

  会 場：藤沢市民会館大ホール 

  開催日：2022年 8月 28日(日) 昼・夕 2回公演 

 ⑤神奈川県青少年センター主催 「中学生演劇県大会」 

  会 場：藤沢市民会館大ホール 

  開催日：2022年 12月 7日(水)から 12月 11日(日)まで 

 ⑥第九を唄う会主催 「第 12回第九演奏会」 

  会 場：藤沢市民会館大ホール 

  開催日：2023年 2月 26日(日) 

広報事業 

広報ふじさわや

新聞、地域情報紙

などによる広報

宣伝 

 広報ふじさわや新聞、地域情報紙などへ事業案内記事や広告を掲載し、広く市

民や愛好者に事業を広報宣伝し、入場券販売促進や事業参加者の確保を図る。 

 ①広報ふじさわへの記事及び広告掲載 

 ②音楽雑誌・公演情報誌への広告掲載 

 ③新聞・地域情報紙への積極的な取材記事掲載依頼 

 ④イベントニュースの発行 

インターネット

の活用 

 事業の広報宣伝はもちろんのこと、財団の価値を高める CI効果を意識し、芸

術文化事業では、特にソーシャルネットワークサービス(SNS)を利用した情報発

信に注力していく。 

 さらに、インターネット上での情報拡散力を高めるため、SNSの有料広告を利

用していく。 

 ※SNSアカウント名：「ふじさわみらいアーツ」 

事業案内掲示板

へのポスター掲

示 

 市民センターや市内各駅に設置されている掲示板に、公演ポスターを掲示す

る。昔ながらの広報宣伝方法だが、来場者アンケート結果からはポスター・チラ

シで公演を知ったという市民も多いため、他の広報宣伝方法とあわせて積極的に

活用していく。 



  

事  業  名 内    容 

入場券のインターネット販売 

 令和 3 年度から入場券の販売方法を窓口等での対面販売中心からいつでもど

こでも入場券が購入できるインターネット販売システムを導入した。 

 これにより、クレジットカード払い・コンビニ払いが可能となり、入場券受取

も最寄りのコンビニで可能となり、入場券購入の利便性向上が図られた。 

 今後も芸術文化の鑑賞機会の拡充に加え、より一層の購入利便性と入場券販売

促進の向上に繫がるよう当該システムを活用した入場券販売に努める。 

他団体等が主催する有料公

演事業の入場券受託販売 

 「入場券受託販売に関する要綱」の規定に基づき、他団体等が主催する芸術文

化に係る有料公演事業の入場券を受託販売し、市民団体の活動支援を図るととも

に、受託販売手数料収入により、事業運営に必要な財源の確保を図る。 

 また、市民の購入利便性の向上と職員の事務効率化を推進するため、必要に応

じて、上記のインターネット販売システムを活用して販売する。 

有料公演事業の入場券 

割引販売 

 「有料公演事業の入場券割引に関する要綱」の規定に基づき、必要に応じて有

料公演事業の入場券を割引にて販売する。 

有料公演事業開催時の 

託児サービス 

 子育て中の市民の方でも、安心してコンサートや演劇鑑賞を楽しむことができ

るよう、有料公演事業開催時に託児サービスを提供する。託児保育依頼先は、藤

沢市生涯学習人材バンク等を活用し、市民ボランティア団体との協働により本サ

ービスを提供する。 

助成金や補助金、協賛金、ク

ラウドファンディングなど事

業財源確保への取組 

 事業運営に必要な財源を確保し、収支の適正化を図るため、各種民間助成金や

補助金をはじめ、公演チラシやプログラムへの広告協賛、クラウドファンディン

グなどの取り組みに努める。 

特定資産を活用した事業運営

の推進 

 特定資産である「芸術文化事業積立資産」と「オペラ事業積立資産」について、

各資産の目的に応じた具体的な使途・計画を検討し、当該資産を活用した事業運

営を推進する。 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第 4条第 1項第 4号)】 

1 物品販売事業 

 (1)音楽・演劇等の公演事業での物品販売 

事  業  名 内    容 

音楽・演劇等の公演事業での公

演プログラム・CD等の販売 

 市民会館や湘南台文化センター市民シアターでの公演事業の際に、プログラム

や書籍、CD などの関連グッズを販売し、来場者のサービス向上と販売手数料収

入による事業運営財源の確保に努める。 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


